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２Ｈ１９．５　ひおき市議会だより

　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

８日� から３月２８日�までの２９日間にて開催し、議員発議３件、条例・予算議案など４０件、諮問

採択し ました。
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ひおき市議会だより　Ｈ１９．５３

３月定例会　　　　　　　　　　

　３月定例会を２月２８日� から

１件、意見書４件を採択し ました

ここんんななここととがが
平成１９年　３月定例会

【
主
な
内
容
】
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事
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ここんんななここととがが

可　否件　　　　　　　　　　名議案番号

原案可決
薩南衛生処理組合を組織する地方公共団体の数の増加及び薩南衛生処理組合
の共同処理する事務の変更並びに薩南衛生処理組合規約の変更に関する協議
について

議案第１号

原案可決
鹿児島県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の増加及び鹿
児島県市町村職員退職手当組合の共同処理する事務の変更並びに鹿児島県市
町村職員退職手当組合規約の変更に関する協議について

議案第２号

原案可決鹿児島県市町村職員退職手当組合の財産処分に関する協議について議案第３号

原案可決鹿児島県市町村自治会館管理組合の解散に関する協議について議案第４号

原案可決鹿児島県市町村自治会館管理組合の解散に伴う財産処分に関する協議について議案第５号

原案可決鹿児島県市町村消防補償等組合の解散に関する協議について議案第６号

原案可決鹿児島県市町村消防補償等組合の解散に伴う財産処分に関する協議について議案第７号

原案可決鹿児島県市町村非常勤職員公務災害補償等組合の解散に関する協議について議案第８号

原案可決
鹿児島県市町村非常勤職員公務災害補償等組合の解散に伴う財産処分に関す
る協議について

議案第９号

原案可決鹿児島県市町村議会議員公務災害補償等組合の解散に関する協議について議案第１０号

原案可決
鹿児島県市町村議会議員公務災害補償等組合の解散に伴う財産処分に関する
協議について

議案第１１号

原案可決鹿児島県市町村交通災害共済組合の解散に関する協議について議案第１２号

原案可決鹿児島県市町村交通災害共済組合の解散に伴う財産処分に関する協議について議案第１３号

新たに建設された飯牟礼農産物加工センター（伊集院地域）

【１月２２日臨時会の審議内容】



４Ｈ１９．５　ひおき市議会だより

陳情・請願はこうなりました！
３月定例会で審議された皆さまからの請願・陳情等は次のとおりです。

陳　　情
【意見書提出先】結　果付託先提　出　者件　　　名

内閣総理大臣・厚生
労働大臣・財務大臣

採　択
環境福祉

常任委員会

鹿児島県保険医協会
会長
　　小田代憲一　他１名

リハビリテーション打ち
切りの実態把握と改善の
ため政府への意見書提出
を求める陳情書

内閣総理大臣・厚生
労働大臣・総務・郵
政民営化大臣・文部
科学大臣・財務大臣

採　択
環境福祉

常任委員会

鹿児島県医療労働組合連
合会
執行委員長
　　鶴ヶ野泰志　他１名

医師・看護師不足対策に
関する陳情書

採　択
環境福祉

常任委員会

鹿児島県栄養士会
会長
　　立川　倶子　他４名

市町村管理栄養士設置に
関する陳情書

農林水産大臣・財務
大臣・外務大臣・経
済産業大臣

採　択
産業建設

常任委員会

さつま日置農業協同組合
代表理事組合長
　　松�　俊明　他１名

日豪ＥＰＡ交渉に関する
陳情書

農林水産大臣・財務
大臣・外務大臣・厚
生労働大臣

採　択
産業建設

常任委員会

さつま日置農業協同組合
代表理事組合長
　　松�　俊明　他１名

畜産対策・価格に関する
陳情書

継続審査
議会運営

委員会
渉　　秀憲議会改革に関する陳情書

継続審査
議会運営

委員会
渉　　秀憲

政務調査費の使途基準適
正化について改善を求め
る陳情書

　請願・陳情は、国民の権利として憲法で保障されており、国民の参政権を具体化するための一つとし
て、「請願」「陳情」があり、どなた（日本人・法人・外国人）でも提出できます。議会に提出された
「請願」「陳情」は、その内容により、関係する委員会に付託され、慎重に審査されます。
　請願には、１人以上の紹介議員が必要です。陳情には紹介議員の必要はありません。
記載事項
・件名、要旨、理由を邦文を用いて記載してください。
・提出年月日、請願（陳情）者の住所・氏名を記載し押印してください。
・請願には、紹介議員１人以上の署名押印が必要です。
・場所を特定するものは、案内図等を必ず添付してください。
・用紙の大きさはＡ４版で、横書きとしてください。
・随時受け付けておりますが、議会日程の都合上、事前に議会事務局へお問い合わせください。

（ＴＥＬ２７３－２１１１）

■請願・陳情の手続き■
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特別会計予算の補正

補正後予算補　正　額会　　計　　名

６２億７，２１７万７千円１億２，２６８万４千円国民健康保険

８５億４，１７２万３千円△　２億６，５７０万２千円老人保健医療

３億２，８６０万７千円△　１，８０６万６千円特別養護老人ホーム事業

５億５，３３２万７千円△　４１９万７千円公共下水道事業

４，４７２万４千円△　５３万７千円農業集落排水事業

２億７，１４３万４千円△　２，５４３万１千円国民宿舎事業

７２３万６千円△　１８万７千円温泉給湯事業

１，１５２万７千円９３万５千円公衆浴場事業

４２億６，６１６万円△　８，８７０万１千円介護保険

１７９万２千円９千円住宅新築資金等貸付事業

一般会計予算の補正
補正額 １億５，５４７万５千円減額

総　額２４３億４，１４８万２千円　　

（主な補正内容）

△ ２，３８６万１千円・社会福祉総務費

△ ７，１８２万２千円・老人福祉費

△ ４，１１１万５千円・環境衛生費

２億７，７２３万４千円・老人保健費

△ ２，１９９万円・農地費

△ ３，６３８万６千円・林業振興費

６，６４４万３千円・道路新設改良費

△ ２，７６８万２千円・土地区画整理費

△ ３，８４１万１千円・住宅建設費

△ ２，７８７万３千円・教育振興費（小学校）

２，０７９万４千円・学校建設費（小学校）

２，１１０万２千円・利子

�������	
��
����������	
��
�����

３月補正予算の討論内容

反　対　討　論

・歳出削減が求められている中、新たな地区

公民館の整備に対し疑義がある。

・路線バス廃止の状況の中で、伊集院地域コ

ミュニティバスの執行残は、増便など市民

の負託に応える姿勢に欠けていた。

賛　成　討　論

・行財政改革に懸命に取り組んだ結果、財政

調整基金からの予定繰り入れを減額した成

果を評価できる。

・財政調整基金・市債の減額など、財政努力に

努めている。

耐震診断を実施する伊集院小学校
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対前年度
伸び率（％）

１８年度
当初予算

１９年度
当初予算

会　　計　　名

△３.４２４,１３９,６００２３,３１３,５００一　般　会　計

１６.４５,７４９,０７６６,６９４,１０３国民健康保険

特　

別　

会　

計

△３.０８,７４６,８７９８,４８３,１６４老人保健医療

△７.４３０８,９２２２８６,１８０特別養護老人ホーム事業

△３.７５３２,３１０５１２,８０８公共下水道事業

△１.３４４,６３１４４,０５２農業集落排水事業

△５.５２８６,２９８２７０,５１４国民宿舎事業

△９８.８１６５,７６３２,０００
国民保養センター及び

老人休養ホーム事業

△７.４５,６６５５,２４７温泉給湯事業

△８８.７１０,５３３１,１８５公衆浴場事業

△２６.４６８２５０２飲料水供給施設

△４５.３９,１６４５,００９
住宅新築資金等貸付

事業

６.３４,１６６,３９４４,４２７,９６７介護保険

△０.３４４,１６５,９１７４４,０４６,２３１合　　　計

　平成１９年度予算は、所管ごとに各常任委員会に付託され、その内容につい

て慎重に審議を行いました。結果は本会議において各委員長より報告があ

り、質疑の後、討論をおこない、採決により原案どおり可決しました。

平成19年度末 平成18年度末 平成17年度末 

（単位:千円） 市債残高 

（決算見込額） 

35,507,608 35,529,930 35,403,639

平成19年度末 平成18年度末 平成17年度末 

財政調整基金残高 

（決算見込額） 

2,244,822

2,688,837

1,259,457

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

3,500,000
（単位:千円） 

0

5,000,000

10,000,000

15,000,000

20,000,000

25,000,000

30,000,000

35,000,000

40,000,000

◆
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
福

祉
・
教
育
分
野
で
新
規
事
業
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

◆
国
か
ら
の
税
源
移
譲
で
自
治
体

が
徴
収
業
務
に
追
わ
れ
る
が
、

限
ら
れ
た
人
数
で
少
し
で
も
税

収
を
上
げ
よ
う
と
す
る
努
力
が

見
ら
れ
る
。

◆
妙
円
寺
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

は
、
人
口
５
７
０
０
人
の
団
地

に
お
い
て
、
既
存
の
児
童
館
で

は
利
用
ニ
ー
ズ
や
災
害
に
対
応

で
き
な
い
。

◆
東
市
来
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス

場
は
、
設
計
前
に
規
模
の
縮
小

を
行
っ
て
い
る
。

◆
反
対
意
見
の
多
く
は
、
合
併
前

の
議
論
に
逆
戻
り
で
あ
り
、
前

進
が
な
い
。

◆
合
併
３
年
目
を
迎
え
、
旧
町
の

各
種
事
業
や
市
民
負
担
額
を
見

直
す
一
方
、
新
規
事
業
の
導
入

な
ど
、
合
併
効
果
へ
の
期
待
度

は
高
い
。

◆
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
財
源

確
保
に
最
大
限
の
努
力
を
し
て

い
る
。

主 な も の 〉

※財政調整基金とは…突発的な災害や緊急を要す
る経費に備えるために設置される基金です。

平成１９年度当初予算を可決

賛
成
討
論

対前年度
伸び率（％）

１８年度
当初予算

１９年度
当初予算

会　　計　　名

△４.４３８０,９５３３６４,２７０国民健康保険病院事業

△３.０７６３,８２１７４０,７４１水道事業

△３.５１,１４４,７７４１,１０５,０１１合　　　計

●公営企業会計（収益的収入及び支出） （単位：千円）

●一般会計・特別会計 （単位：千円） ●市債残高・財政調整基金残高の推移
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〈１９年度予算のポイント〉
☆一般会計は対前年度比３.４％減
　減額　８億２,６１０万円
内訳　・投資的経費　８億９,６７９万円減
　　　（うち普通建設事業費　８億９,００８万円減）
　　・人件費　３,１４２万円減
　　・物件費　２億２,１２１万円減
　　・公債費　１億３,９８０万円増

☆予算の性質別経費
・人件費　２０.０％
・扶助費　１３.４％　  義務的経費
・公債費　１７.０％
・物件費　１１.３％
・普通建設事業費　２２.３％　　　 補助分１０.７％
　　　　　　　　　　　　　　　単独分１１.６％

〈一般会計〉
市税　4,189,267千円 その他 

1,274,463千円 

市債 
3,156,800千円 

繰入金 
1,592,951千円 

県支出金 
1,522,038千円 

その他交付金　38,575千円 

労働費 
15,522千円 

地方交付税　7,700,000千円 

地方特例交付金 
107,218千円 

地方譲与税 
339,143千円 

議会費　226,182千円 予備費　10,000千円 
総務費 
2,157,547千円 

民生費 
4,739,629千円 

衛生費 
2,971,283千円 

農林水産業費　1,499,773千円 商工費　149,760千円 

地方消費税 
交付金 
447,408千円 
ゴルフ場利用税 
交付金 
46,519千円 
自動車所得税交付金 
94,058千円 国庫支出金 

2,805,060千円 
土木費 
4,002,908千円 

消防費 
763,021千円 

教育費 
2,774,570千円 

災害復旧費 
53,486千円 

公債費 
3,949,819千円 

歳　入 
23,313,500 
千円 

歳　出 
23,313,500 
千円 

�
�
�
�
�
�

）

一 般 会 計　２３３億１，３５０万円
特 別 会 計　２０７億３，２７３万円
公営企業会計　 １１億０，５０１万円

予算
規模

〈 討 論 の

限られた財源の有効活用を願い

〈１９年度の主な新規事業〉

�
�
�
�
�
�

予算額
（千円）

対　　　象担当課事　　業　　名

３２，７２０消防本部消 防 本 部消防・救急体制整備事業
２５，５００内門地区（日吉）土木建設課特殊地下壕対策事業
１７，０００上・中・下神殿地区（伊集院）水　道　課簡易水道整備事業

７，８６９市内２３地区農林水産課農地・水・農村環境保全向上
活動支援事業

１４３，８０７江口蓬莱館（東市来）農林水産課物産館増築整備事業

２，１５５市内全域学校教育課日置市幼児教育支援センター
事業

２６，６５９市内全域介護保険課地域包括支援センター設置

１，２１０市内６校学校教育課日置市学習支援アシスタント
派遣事業

４５９，１４６伊集院中教育総務課中学校校舎改築事業

１９４，３７６妙円寺地区（伊集院）社会教育課
妙円寺地域交流センター新築
事業

◆
妙
円
寺
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
新

築
工
事
は
、
厳
し
い
財
政
の

中
、
公
共
施
設
の
あ
り
方
が
問

わ
れ
て
お
り
、
規
模
や
必
要
性

に
疑
問
が
あ
る
。
老
朽
化
し
た

小
中
学
校
や
庁
舎
の
建
設
整
備

も
控
え
、
将
来
の
住
民
負
担
を

考
え
れ
ば
、
現
在
の
児
童
館
増

築
や
規
模
縮
小
で
も
役
割
を
果

た
せ
る
。
ま
た
、
近
隣
の
小
学

校
・
ゆ
す
い
ん
等
を
活
用
す
べ

き
で
あ
る
。

◆
東
市
来
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス

場
工
事
は
、
伊
集
院
に
既
存
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
８
面
が
あ
り
、

必
ず
し
も
造
る
必
要
性
が
な

い
。

◆
地
区
公
民
館
の
各
種
証
明
書
発

行
サ
ー
ビ
ス
で
、
自
治
会
の
再

編
統
合
や
運
営
補
助
金
の
削
減

を
行
う
一
方
で
、
成
果
が
見
込

め
な
い
事
業
に
支
出
を
す
る
の

は
理
解
で
き
な
い
。

◆
行
財
政
改
革
で
事
務
事
業
の
整

理
統
合
が
さ
れ
て
い
な
い
。

◆
旧
４
町
間
の
投
資
的
予
算
の
配

分
割
合
が
著
し
く
違
う
。
ど
こ

の
住
民
に
対
し
て
も
納
得
の
い

く
配
分
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

◆
指
定
管
理
者
制
度
の
修
繕
料
、

管
理
運
営
費
、
納
付
金
な
ど
基

準
が
曖
昧
で
、
疑
問
で
あ
る
。

◆
資
源
ご
み
回
収
の
あ
り
方
と
今

後
の
環
境
政
策
に
つ
い
て
、
確

固
た
る
理
念
が
見
ら
れ
な
い
。

反
対
討
論
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平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算

１９

　

予
算
総
額
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
３
３
億

１
３
５
０
万
円
と
な
っ
た
。
前
年
度
当
初
予
算

に
対
し
、
８
億
２
６
１
０
万
円
の
減
額
で
あ
る
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
市
税
が
定
率
減
税
の

廃
止
や
所
得
税
か
ら
市
民
税
へ
の
税
源
移
譲
に

よ
り
、
５
億
７
５
６
４
万
円
増
の　

億
８
９
２

４１

６
万
円
。
地
方
交
付
税
２
億
円
増
の　

億
円
、

７７

国
庫
支
出
金　

億
５
０
６
万
円
、
県
支
出
金　

２８

１５

億
２
２
０
３
万
円
、
市
債　

億
５
６
８
０
万

３１

円
、
地
方
譲
与
税
３
億
３
９
１
４
万
円
、
手
数

料
及
び
使
用
料
３
億
６
２
９
８
万
円
、
諸
収
入

１
億
５
６
７
９
万
円
、
基
金
か
ら
の
繰
入
金　
１５

億
９
２
９
５
万
円
な
ど
で
あ
る
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
議
会
費
２
億
２
６
１

８
万
円
、
総
務
管
理
費　

億
３
３
２
万
円
、
徴

１５

税
費
３
億
５
２
３
７
万
円
、
選
挙
費
６
８
４
０

万
円
、
統
計
調
査
費
７
２
１
万
円
、
監
査
委
員

費
２
０
２
７
万
円
、
労
働
費
１
５
５
２
万
円
、

商
工
費
１
億
４
９
７
６
万
円
、
消
防
費
７
億
６

３
０
２
万
円
、
公
債
費　

億
４
９
８
１
万
円
、

３９

予
備
費
１
千
万
円
な
ど
で
あ
る
。

　

質
疑
の
主
な
も
の

問
▼
妙
円
寺
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設
の
財
源

割
合
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
▼
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
は
４
割
。
残
り
６
割

の
う
ち　

％
を
起
債
、
残
り
が
一
般
財
源
に
な

７５

る
。

問
▼
繰
上
償
還
の
予
定
額
、
そ
の
財
源
は
。
後

の
基
金
額
は
い
く
ら
に
な
る
か
。

答
▼
繰
上
償
還
は
元
金
４
５
０
０
万
円
、
利
子

が
１
千
万
円
程
度
で
あ
る
。
財
政
調
整
基
金
が

　

億
１
５
８
４
万
円
、
減
債
基
金
が
３
億
６
２

１１９
万
６
千
円
、
施
設
整
備
基
金
が
７
６
６
３
万

円
と
な
る
。

問
▼
公
債
費
は　

年
度
が
ピ
ー
ク
と
な
る
。
予

２１

定
額
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

答
▼　

億
２
千
万
円
程
で
あ
る
。

４０

問
▼
公
債
費
比
率
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
▼　

年
度
決
算
で　

・
９
％
で
あ
る
。
類
似

１７

１８

団
体
は　

・
７
％
。

１６

問
▼
将
来
の
見
通
し
は
厳
し
い
の
で
は
。

答
▼
歳
出
削
減
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
建

設
事
業
を
抑
え
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
が
、

急
に
削
減
は
難
し
い
。
合
併
算
定
替
え
の
あ
る

間
に
、
体
力
を
つ
け
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

物
件
費
も
切
り
込
ん
で
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

問
▼
予
算
編
成
の
前
に
、
財
政
改
革
の
第
一
歩

の
年
と
し
て
、
削
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
た

か
。

答
▼　

年
度
の
３
月
補
正
で
２
４
３
億
円
、　

１８

１９

年
度
当
初
が
２
３
３
億
円
と
な
っ
て
い
る
。　
１０

億
円
の
削
減
で
あ
り
、
目
標
に
近
づ
い
た
。

問
▼
防
犯
灯
の
設
置
基
準
は
で
き
た
の
か
。
新

設
す
る
場
合
の
要
領
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
▼
伊
集
院
地
域
は
防
犯
組
合
連
絡
協
議
会
で

設
置
。
東
市
来
・
吹
上
地
域
は
、
１
基
当
た
り

の
補
助
金
で
集
落
が
進
め
て
い
る
。
統
一
に
向

け　

年
度
は
検
討
す
る
。

１９
問
▼
滞
納
繰
越
分
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
前
年

度
実
績
に
基
づ
く
も
の
か
。
ま
た
、
滞
納
総
額

は
い
く
ら
か
。

答
▼　

年
度
滞
納
分
の
徴
収
率　

・　

％
に
０
・

１７

１３

９５

１
％
ず
つ
加
え
、
１
つ
の
目
標
と
し
た
。
市
民

税
滞
納
総
額
は
２
億
６
５
２
８
万
６
千
円
。
国

民
健
康
保
険
税
が
２
億
９
７
０
８
万
２
千
円
。

合
計
５
億
６
２
３
６
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

問
▼
公
共
バ
ス
路
線
の
改
善
を
求
め
る
よ
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
主
に
な
る
か
。

答
▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
公
共
交
通
機
関
の

な
い
地
域
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
で
始
ま
っ
た
の

で
、
基
本
的
に
は
競
合
し
な
い
が
、
現
実
的
に

は
路
線
バ
ス
と
競
合
す
る
部
分
が
あ
る
の
で
、

す
み
分
け
る
必
要
が
あ
る
。
バ
ス
事
業
、
乗
合

タ
ク
シ
ー
な
ど
確
保
策
を
協
議
し
て
も
ら
う
。

問
▼
非
常
備
消
防
の
消
防
団
は
、
消
防
長
の
傘

下
に
な
る
の
か
。

答
▼
消
防
本
部
に
消
防
係
が
増
え
る
。
消
防
団

を
動
か
せ
る
の
は
消
防
団
長
で
あ
る
。
消
防
長

ま
た
は
消
防
署
長
が
消
防
団
長
に
お
願
い
し
て

動
か
す
こ
と
に
な
る
。
責
任
上
は
消
防
長
の
傘

下
に
入
る
。

問
▼
消
費
生
活
相
談
員
は
ど
の
よ
う
な
人
を
募

集
す
る
の
か
。

答
▼
資
格
が
な
く
て
も
経
験
が
あ
れ
ば
よ
い
。

消
費
生
活
教
室
な
ど
に
対
応
で
き
る
人
を
考
え

る
。

　

国
民
宿
舎
事
業
特
別
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
７
０
５
１
万
４
千

円
と
な
っ
た
。
歳
入
は
事
業
収
入
で
、
歳
出
は

経
営
費
用
で
あ
る
。

　

質
疑
の
主
な
も
の

問
▼
調
理
器
材
の
入
れ
替
え
は
今
後
も
年
次
的

に
出
て
く
る
の
か
。

答
▼
台
所
器
材
は
、
年
次
的
に
計
画
し
て
あ

る
。

　

国
民
保
養
セ
ン
タ
ー
及
び
老
人
休
養
ホ
ー
ム

事
業
特
別
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
０
０
万
円
。
指
定
管

理
を
㈱
イ
シ
タ
ケ
に
委
託
し
て
い
る
が
、
突
発

的
修
理
が
発
生
し
た
時
の
計
上
で
あ
る
。

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算

１９

　

民
生
費　

億
３
２
６
２
万
９
千
円
の
主
な
も

４７

の
は
障
害
者
医
療
費
助
成
、
障
害
児
学
童
ク
ラ

ブ
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
に
伴
う
高

齢
者
介
護
予
防
、
生
き
が
い
活
動
支
援
、
生
活

保
護
支
援
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島
２
０
０

８
準
備
、
高
齢
者
火
災
報
知
器
整
備
。
敬
老
金

は　

歳
と　

歳
を
廃
止
し
、　

歳
２
万
円
、　

８０

９０

８８

９９

歳
３
万
円
、
１
０
０
歳
５
万
円
、
１
０
１
歳
以

上
は
毎
年
３
万
円
へ
見
直
し
。
保
育
所
運
営

費
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
増
設
等
。

　

衛
生
費　

億
７
１
２
８
万
３
千
円
の
主
な
も

２９

総
務
企
画
常
任
委
員
会

環
境
福
祉
常
任
委
員
会

●
平
成　

年
度
当
初
予
算
審
議
●

１９

改装した吹上砂丘荘のレストラン



ひおき市議会だより　Ｈ１９．５９

の
は
市
民
病
院
繰
出
金
、
疾
病
予
防
委
託
、
環

境
基
本
計
画
策
定
、
健
康
づ
く
り
推
進
計
画
書

策
定
、
し
尿
処
理
及
び
浄
化
槽
設
置
整
備
等
。

　

ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
係
わ
る

分
は
５
億
２
１
９
５
万
２
千
円
、　

・
４
％
増
。

１１

　

質
疑
の
主
な
も
の

問
▼
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
半
減
は
。

答
▼
補
助
事
業
が
無
く
な
り
、
単
独
事
業
で
隔

週
実
施
す
る
も
の
。
介
護
保
険
の
地
域
支
援
事

業
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
等
を
全
市
に
広
め

て
い
き
た
い
。

問
▼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
指
定
管
理
施
設

の
修
繕
費
の
協
議
内
容
は
ど
う
し
た
か
。

答
▼　

万
円
以
上
の
大
規
模
な
も
の
は
市
の
負

３０

担
と
な
る
。
東
市
来
の
分
は
浄
化
槽
の
老
朽

化
、
吹
上
の
分
は
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
公
衆
浴

場
の
水
道
・
ガ
ス
・
重
油
の
メ
ー
タ
ー
の
分
離

工
事
、
日
吉
の
分
は
雨
樋
の
留
め
金
腐
食
に
よ

る
危
険
防
止
工
事
。
担
当
者
と
指
定
管
理
者
で

協
議
し
た
。

《
委
員
よ
り
、
今
後
、
指
定
管
理
委
託
の
修
繕

費
は
、
全
体
の
問
題
と
し
て
市
の
負
担
の
線
引

き
を
明
確
に
す
べ
き
と
の
意
見
。》

問
▼
悪
臭
対
策
へ
の
対
応
は
十
分
か
。

答
▼
今
後
、
化
成
化
学
工
場
な
ど
へ
公
害
協
定

書
を
提
示
し
、
指
導
に
努
め
た
い
。

問
▼
し
尿
処
理
費
の
伊
集
院
・
日
吉
分
は
５
年

で
約
５
億
円
に
及
ぶ
が
、
薩
南
衛
生
処
理
組
合

で
の
受
け
入
れ
は
、
今
後
で
き
な
い
の
か
。

答
▼
３
町
分
の
話
は
進
め
て
い
る
が
、
施
設
改

修
や
地
元
住
民
の
了
解
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。

問
▼
地
域
別
の
ご
み
分
別
状
況
は
ど
う
か
。

答
▼
可
燃
ご
み
の
分
別
状
況
は
伊
集
院　

・　
７９

１５

％
、
東
市
来　

・
７
％
、
日
吉　

％
、
吹
上　

・

８５

８６

８３

５
％
。
分
別
状
況
が
全
般
に
悪
く
、
全
市
で
の

十
分
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

問
▼
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
溶
融
空
気
予
熱
器

補
修
（
１
億
１
３
０
０
万
円
）
の
主
な
原
因
は
。

答
▼
塩
素
系
の
ご
み
焼
却
等
の
増
加
で
当
初
の

保
全
計
画
を
上
回
り
老
朽
化
が
早
く
な
っ
た
。

《
委
員
会
と
し
て
、
予
熱
器
の
腐
食
損
傷
の
代

償
は
大
で
あ
る
。
ご
み
の
排
出
・
回
収
責
任
の

周
知
徹
底
を
図
る
た
め
、
ご
み
の
分
別
・
減
量

化
を
強
化
す
る
と
同
時
に
、
企
業
側
へ
の
生

産
・
回
収
責
任
を
自
治
体
共
同
意
見
と
し
て
述

べ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
集
約
を
見
た
。》

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ　

億
９
４
１
０
万
３
千

６６

円
。
国
保
被
保
険
者
数
２
万
１
２
３
０
人
、　
１７

年
度
１
人
当
た
り
医
療
費
は　

万
８
８
１
４
円

３１

で
あ
る
。
全
国
で　

市
町
村
が
高
医
療
費
指
定

９５

を
受
け
、
県
内
で
は
５
ヵ
所
（
い
ち
き
串
木
野

市
、
日
置
市
、
南
さ
つ
ま
市
、
枕
崎
市
、
知
覧

町
）
で
あ
る
。
予
防
体
制
や
健
康
教
室
の
充
実

に
努
め
る
。
国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
は　

〜
３０

　

歳
ま
で
の　

名
を
対
象
に
、
生
活
習
慣
病
対

６４

３０

策
に
取
り
組
み
、
健
康
増
進
・
疾
病
予
防
を
図

る
も
の
で
あ
る
。

　

老
人
保
健
医
療
特
別
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ　

億
８
３
１
６
万
４
千

８４

円
。
歳
出
の　

％
は
医
療
費
で
あ
り
、
対
象
者

９８

は
８
８
３
５
人
。

　

質
疑
の
主
な
も
の

問
▼
一
定
所
得
課
税
対
処
者
数
は
。

答
▼
２
７
４
人
で
あ
る
。

問
▼
医
療
費
通
知
で
の
対
応
は
ど
う
か
。

答
▼
高
額
医
療
費
や
重
複
受
診
者
医
療
費
は
財

政
的
に
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
月　

日
１５

以
上
通
院
は
レ
セ
プ
ト
か
ら
、
高
額
医
療
は
国

保
連
合
会
の
デ
ー
タ
で
分
か
り
、
対
象
予
備
軍

へ
の
予
防
対
策
や
指
導
が
重
要
で
あ
る
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
８
６
１
８
万
円
。

人
件
費
は
職
員　

人
、
臨
時
職
員　

人
分
。

２４

１７

ナ
ー
ス
コ
ー
ル
等
整
備
事
業
は
、
施
設
老
朽
化

に
伴
う
入
園
者
の
緊
急
時
対
応
に
伴
う
も
の
。

　

温
泉
給
湯
事
業
特
別
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
２
４
万
７
千
円
。
歳

出
は
湯
源
電
気
使
用
料
等
で
あ
り
、
歳
入
は
給

湯
先
７
軒
分
、
有
償
使
用
料
等
で
あ
る
。

　

質
疑
の
主
な
も
の

問
▼
温
泉
審
議
会
の
審
議
内
容
等
は
。

答
▼
新
し
い
泉
源
掘
削
申
請
で
の
市
の
答
申
を

す
る
時
や
、
公
衆
浴
場
入
浴
料
の
問
題
等
が

あ
っ
た
場
合
に
あ
る
。

　

公
衆
浴
場
事
業
特
別
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
１
８
万
５
千
円
。
歳

入
は
指
定
管
理
者
納
付
金
、
歳
出
は
施
設
維
持

修
繕
費
等
。

　

質
疑
の
主
な
も
の

問
▼
回
数
券
問
題
や
昨
年
と
の
収
益
差
は
。

答
▼
３
月
末
に
検
討
会
を
予
定
。
指
定
管
理
移

管
当
初
は　

万
円
程
の
減
収
だ
が
、
値
上
げ
分

３０

で
最
終
的
に
前
年
度
を
上
回
る
と
思
う
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ　

億
２
７
９
６
万
７
千

４４

円
。
各
種
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
伴
う
保
険
給
付

費
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
に
伴
う
地

域
支
援
事
業
費
等
。

　

質
疑
の
主
な
も
の

問
▼
普
通
徴
収
分
の
低
所
得
者
の
滞
納
状
況

は
。

答
▼
当
初
１
８
９
０
件
、
１
４
０
０
万
円
だ
っ

た
の
が
、
２
月
末
で
１
６
２
１
件
、
１
１
３
３

万
円
で
あ
る
。
徴
収
率
見
込
み
は　

・　

％
で

９８

６９

あ
る
。

問
▼
新
予
防
給
付
事
業
の
見
通
し
と
効
果
は
。

答
▼
介
護
予
防
給
付
費
は
落
ち
着
く
状
況
に
あ

る
が
、
高
齢
者
の
絶
対
数
は
増
え
て
く
る
。
経

費
が
か
か
る
分
、
包
括
支
援
だ
け
で
な
く
市
全

体
の
健
康
づ
く
り
が
最
も
大
事
で
あ
る
。

問
▼
介
護
保
険
料
の
全
国
、
県
平
均
は
。

答
▼
全
国
平
均
は
４
０
９
０
円
、
県
平
均
は
４

１
２
０
円
で
あ
る
。

　

国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計
予
算

　

収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
６
４
２
７
万
円
。

収
入
は
入
院
患
者
数
１
万
５
６
９
５
人
、
外
来

患
者
数
２
万
４
５
０
０
人
分
の
見
込
み
医
業
収

益
と
一
般
会
計
繰
入
金
な
ど
。
支
出
は　

・
３

６９

％
が
人
件
費
で
あ
り
職
員　

人
、
臨
時
職
員　

２４

２５

人
、
非
常
勤
医
師
６
人
分
で
あ
る
。

地域包括支援センター（伊集院地域）
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質
疑
の
主
な
も
の

問
▼
市
民
病
院
あ
り
方
検
討
委
員
会
の
状
況

は
。

答
▼
病
院
事
業
の
再
編
に
か
か
る
調
査
を
日
本

経
済
研
究
所
へ
委
託
。
建
設
に
か
か
る
資
産
や

収
支
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
中
間
報
告
す

る
。
現
状
の
場
合
、　

床
の
診
療
所
の
場
合
、

１９

無
床
の
場
合
、
併
設
の
場
合
な
ど
の
試
算
及

び
、
指
定
管
理
者
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
３

月　

日
に
答
申
予
定
で
あ
る
。

２９
問
▼　

床
の
診
療
所
規
模
の
検
討
は
。

１９

答
▼　

床
で
あ
れ
ば
医
師
が
１
人
で
済
む
の

１９

で
、
基
準
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

問
▼
診
療
報
酬
改
定
に
よ
る
収
入
減
の
影
響

は
。

答
▼
夜
勤
で
看
護
師
が
８
人
不
足
し
、
報
酬
の

基
本
単
価
が
安
く
な
る
。
募
集
し
て
も
民
間
と

の
賃
金
格
差
で
充
足
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ

る
。

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算

１９

　

農
林
水
産
業
費
に
関
わ
る
予
算
は　

億
９
９

１４

７
７
万
３
千
円
で
、
前
年
度
比
２
１
６
５
万
１

千
円
の
減
額
で
あ
る
。

　

土
木
費
に
関
わ
る
予
算
は　

億
２
９
０
万
８

４０

千
円
で
、
前
年
度
比
６
８
０
５
万
２
千
円
の
減

額
で
あ
る
。

　

質
疑
の
主
な
も
の

問
▼
無
人
ヘ
リ
を
２
機
購
入
す
る
が
、
市
民
に

ど
れ
だ
け
還
元
さ
れ
て
い
る
か
。
利
用
実
績
を

追
跡
調
査
し
て
欲
し
い
が
。

答
▼
無
人
ヘ
リ
は
基
盤
整
備
を
し
た
場
所
で
実

施
し
て
い
る
所
も
あ
る
。
今
後
、
農
家
の
期
待

に
添
え
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。
現
在
の
Ｒ　
５０

が
電
波
周
波
法
の
関
係
で
使
用
が
で
き
な
く
な

り
、　

・　

年
度
で
農
協
が
Ｒ
マ
ッ
ク
ス
と
い

１８

１９

う
機
種
を
４
機
更
新
す
る
。

問
▼
中
山
間
地
域
直
接
支
払
い
と
農
地
・
水
・

農
村
環
境
保
全
の
両
事
業
を
実
施
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答
▼
中
山
間
直
接
支
払
い
は
、
団
地
ご
と
に
農

地
保
全
の
た
め
の
共
同
活
動
な
ど
が
対
象
と
な

る
。
農
地
・
水
・
農
村
環
境
保
全
は
農
家
の
高

齢
化
対
策
と
し
て
、
地
域
を
含
め
た
活
動
が
対

象
に
な
る
。

問
▼
農
地
・
水
・
農
村
環
境
保
全
向
上
活
動
支

援
事
業
は
、
期
間
が
５
年
で
非
常
に
有
利
な
補

助
金
で
あ
る
が
、
地
区
ご
と
の
状
況
、
内
訳
な

ど
見
込
み
は
ど
う
か
。

答
▼　

地
区
、
７
８
２　

で
取
り
組
む
。
内
訳

２３

ha

は
水
田
５
９
８　

、
畑　
　

で
、　

ａ
当
た
り

ha

６６
ha

１０

の
交
付
額
が
水
田
で
４
４
０
０
円
、
畑
２
８
０

０
円
で
あ
る
。

問
▼
道
路
維
持
作
業
員
と
管
理
公
社
の
配
分
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
市
道
愛
護
作
業

報
償
費
は　

年
度
ど
う
な
る
の
か
。

１９

答
▼
道
路
維
持
作
業
員
は
本
庁
７
人
、
日
吉
５

人
で
あ
る
。
吹
上
・
東
市
来
は
管
理
公
社
に
委

託
と
な
っ
て
い
る
。
市
道
愛
護
作
業
報
償
費
は

２
０
６
自
治
会
へ
均
等
割
５
千
円
、
延
長
割
１

ｍ
当
た
り　

円
、
総
体
で　

万
ｍ
分
で
あ
る
。

１３

５５

問
▼
道
路
管
理
作
業
の
賃
金
や
委
託
料
に
地
域

差
が
あ
る
が
状
況
を
示
せ
。

答
▼
本
庁
分
は
業
者
委
託
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
・
直
営
作
業
員
で
約
１
３
０
０
万
円
。

東
市
来
は
公
社
委
託
で
約
７
０
０
万
円
。
日
吉

は
直
営
作
業
員
で
約
５
０
０
万
円
。
吹
上
は
公

社
委
託
で
１
１
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

問
▼
湯
之
元
第
一
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
の

予
算
の
状
況
と
進
ち
ょ
く
状
況
は
。

答
▼　

年
度
計
画
で
は
９
億
円
程
度
で
あ
っ
た

１９

が
、
今
回
の
予
算
で
は
約
６
億
円
に
な
っ
て
い

る
。　

年
度
は
移
転
補
償
に
な
か
な
か
同
意
が

１８

得
ら
れ
ず
時
間
が
か
か
っ
た
。
今
年
度
は
１
０

０
０
㎡
程
度
完
了
の
予
定
で
あ
る
。

問
▼
徳
重
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
ち
ょ

く
率
は
、
ど
の
程
度
に
な
っ
て
い
る
か
。

答
▼
総
事
業
費
が　

億
３
９
０
０
万
円
で
設
定

７７

し
て
あ
る
が
、
こ
の
事
業
額
で
は
足
り
な
い
の

で
増
額
の
予
定
で
あ
る
。
現
在
の
進
ち
ょ
く
率

は
面
積
で　

％
で
あ
る
。
平
成　

年
度
で
終
了

７８

２１

予
定
で
あ
っ
た
が
、
３
年
程
度
延
長
で
き
な
い

か
国
・
県
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

《
委
員
よ
り
、
今
回
の
予
算
の
一
般
建
設
事

業
・
投
資
的
事
業
が
伊
集
院
・
東
市
来
地
域
の

区
画
整
理
事
業
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
な

ど
か
た
よ
っ
た
予
算
に
な
っ
て
い
る
。
日
吉
・

吹
上
地
域
と
の
格
差
が
広
が
る
の
で
、
こ
の
２

地
域
に
も
予
算
を
割
り
振
る
べ
き
で
あ
る
、
と

の
意
見
が
あ
っ
た
。》 

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

　

歳
入
で
主
な
も
の
は
下
水
道
使
用
料
、
一
般

会
計
繰
入
金
、
事
業
債
で
あ
る
。

　

質
疑
の
主
な
も
の

問
▼
終
末
処
理
場
維
持
管
理
業
務
委
託
は
ど
こ

に
委
託
す
る
の
か
。
ま
た
、
予
算
の
積
算
根
拠

は
。

答
▼
委
託
先
は
日
本
管
財
㈱
で
あ
る
。
積
算
に

つ
い
て
は
下
水
道
協
会
の
要
領
を
基
に
積
算
し

て
い
る
。
契
約
に
つ
い
て
は
随
意
契
約
で
考
え

て
い
る
。

問
▼
下
水
道
事
業
を
今
後
継
続
し
て
い
く
に

は
、
使
用
料
を
上
げ
な
い
と
運
営
で
き
な
い
の

で
は
な
い
か
。

答
▼
一
挙
に
使
用
料
を
上
げ
る
こ
と
は
無
理
で

あ
る
。
今
回
は
４
０
０
円
値
上
げ
し
て
２
０
０

０
円
と
し
、
最
終
的
に
は
段
階
的
に
値
上
げ
を

し
て
３
０
０
０
円
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

　

歳
入
で
主
な
も
の
は
、
使
用
料
と
一
般
会
計

繰
入
金
で
あ
る
。

　

質
疑
の
主
な
も
の

問
▼
農
業
集
落
排
水
に
は
汚
泥
処
理
費
が
な
い

が
、
ど
の
よ
う
な
処
分
を
し
て
い
る
か
。

答
▼
公
共
下
水
道
は
産
業
廃
棄
物
に
な
る
が
、

農
業
集
落
排
水
は
一
般
廃
棄
物
に
な
り
、
㈲
南

薩
東
京
社
に
委
託
し
て
い
る
。

　

飲
料
水
供
給
施
設
特
別
会
計
予
算

　

伊
集
院
地
域
の
久
木
野
々
地
区　

世
帯　

戸

１７

１９

の
水
道
施
設
で
あ
る
。

　

質
疑
の
主
な
も
の

問
▼　

戸
の
水
道
で
あ
る
が
、
上
水
道
に
含
め

１９

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。 

産
業
建
設
常
任
委
員
会

臨時対策交付金事業　和田平鹿倉線（吹上）
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答
▼
水
道
事
業
の
長
期
プ
ラ
ン
に
盛
り
込
む
必

要
が
あ
る
。
日
吉
地
域
の
簡
易
水
道
が
近
い
の

で
、
や
が
て
統
合
す
る
考
え
で
あ
る
。

　

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算

　

総
体
で　

件
の
償
還
の
み
の
事
業
で
あ
る
。

１６

　

水
道
事
業
会
計
予
算

　

収
益
的
収
入
で
主
な
も
の
は
、
給
水
収
益
と

他
会
計
補
助
金
で
あ
る
。

　

質
疑
の
主
な
も
の

問
▼
今
年
度
か
ら
下
神
殿
の
水
源
調
査
や
計
画

書
作
成
に
な
っ
て
い
る
が
、
予
算
の
概
要
と
工

事
は
い
つ
頃
に
な
る
か
。

答
▼
基
本
計
画
作
成
に
７
０
０
万
円
。
取
水
の

ボ
ー
リ
ン
グ
等
に
１
０
０
０
万
円
を
予
定
し
て

い
る
。
工
事
は　

年
か　

年
度
か
ら
始
ま
り
、

２２

２３

そ
の
後
５
年
程
度
か
か
る
と
思
う
。

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算

１９

　

教
育
委
員
会
関
係
の
総
額
は　

億
７
４
５
７

２７

万
円
で
全
体
の　

・
９
％
を
占
め
、
対
前
年
比

１１

５
８
３
３
万
６
千
円
（
２
・
１
％
）
の
減
額
で

あ
る
。
主
な
も
の
は
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
に

よ
る
妙
円
寺
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
費

１
億
７
４
０
５
万
円
、
東
市
来
総
合
運
動
公
園

テ
ニ
ス
場
整
備
工
事
６
９
０
０
万
円
な
ど
で
あ

る
。

　

質
疑
の
主
な
も
の

問
▼
吹
上
高
等
学
校
活
性
化
事
業
補
助
金
に
つ

い
て
、
公
立
な
の
に
な
ぜ
補
助
す
る
の
か
。

答
▼
再
編
対
象
校
か
ら
外
さ
れ
る
よ
う
、
今
の

う
ち
か
ら
し
っ
か
り
と
体
制
を
築
い
て
お
く
。

問
▼
旧
町
間
で
学
校
の
備
品
予
算
配
分
に
差
が

あ
っ
た
の
で
、
均
等
に
配
分
し
て
欲
し
い
が
。

ま
た
、
遅
れ
て
い
た
備
品
の
納
入
は
ど
う
か
。

答
▼
学
校
生
徒
数
を
基
準
に
平
準
化
し
、
２
年

間
で
調
整
。
見
積
り
発
注
を
終
え
、
配
分
す
る

の
み
。

問
▼
夢
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
、
指
定
さ
れ
た

２
校
が
具
体
的
に
ど
ん
な
事
を
す
る
の
か
。

答
▼　

の
希
望
校
か
ら
選
定
し
、
扇
尾
小
が
オ

１１

ペ
レ
ッ
タ
、
鶴
丸
小
が
パ
ソ
コ
ン
教
育
を
行

う
。

問
▼
伊
集
院
北
幼
稚
園
の　

年
度
か
ら
の
復
活

２０

は
難
し
い
が
、
建
物
の
活
用
を
ど
う
す
る
か
。

答
▼
当
分
の
間
は
伊
集
院
北
小
で
管
理
す
る
。

問
▼　

年
度
は
ど
れ
だ
け
の
自
治
会
が
統
合
し

１９

そ
う
か
。
見
込
み
は
ど
う
か
。

答
▼
伊
集
院
は
小
原
・
市
来
・
本
平
・
川
畑
の

４
自
治
会
が
１
つ
に
、
東
市
来
は
田
代
東
と
田

代
西
の
２
自
治
会
が
１
つ
に
な
る
。
吹
上
は
平

鹿
倉
・
永
吉
・
坊
野
・
伊
作
等
が
話
し
合
い
の

段
階
だ
が
、　

年
度
は
未
定
で
あ
る
。

１９

問
▼
地
区
公
民
館
長
・
社
会
教
育
指
導
員
・
公

民
館
主
事
補
の
選
定
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
▼
教
育
指
導
力
の
あ
る
人
を
中
心
に
社
会
教

育
課
で
探
し
、
教
育
委
員
会
に
は
か
り
発
令
し

た
い
。
設
置
要
綱
作
成
後
、
一
部
公
募
も
し
た

い
。

問
▼
妙
円
寺
詣
り
に
関
し
て
、
出
費
は
昨
年
と

比
較
し
て
ど
う
か
。

答
▼
今
年
度
４
５
９
万
３
０
０
０
円
、
昨
年
４

４
１
万
８
０
０
０
円
で
、　

万
５
０
０
０
円
の

１７

増
。

問
▼
東
市
来
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
場
整
備
工

事
に
関
し
て
、
具
体
的
な
計
画
、
図
面
、
工
事

内
容
、
完
成
時
期
、
利
用
者
の
見
込
み
、
起
債

等
、
全
般
的
に
説
明
し
て
欲
し
い
。

答
▼
旧
東
市
来
町
時
代
の
総
合
計
画
で
８
面
の

人
工
芝
計
画
だ
っ
た
が
、　

年
度
で
設
計
し
た

１８

ら
２
億
７
０
０
０
万
円
だ
っ
た
の
で
、
４
面
に

設
計
変
更
し
た
。
過
疎
債
を
適
用
し
交
付
税
措

置
さ
れ
る
。　

年
度
は
造
成
工
事
の
み
実
施
。

１９

　

年
度
に
４
面
だ
け
の
完
成
。
総
事
業
費
は
約

２０１
億
７
０
０
０
万
円
。
東
市
来
中
学
校
の
テ
ニ

ス
部
員
は　

名
で
、
趣
味
で
活
動
の
人
も
い
る

４５

が
、
利
用
者
の
見
込
み
人
数
は
ま
だ
は
っ
き
り

と
把
握
し
て
い
な
い
。

問
▼
こ
れ
に
関
連
し
て
①
伊
集
院
・
吹
上
に
８

面
ず
つ
あ
り
、
総
体
的
に
利
用
人
数
の
増
加
は

見
込
め
ず
、
投
資
効
果
が
見
え
な
い
が
ど
う

か
。
②
風
が
危
惧
さ
れ
る
が
そ
の
対
策
は
ど
う

か
。

答
▼
①
東
市
来
は
テ
ニ
ス
が
盛
ん
。
東
市
来
中

の　

名
の
部
員
も
使
う
し
、
昼
間
は
鹿
児
島
市

４５

民
、
夜
は
高
校
生
や
部
員
も
利
用
。
結
構
利
用

さ
れ
る
の
で
は
。
②
風
対
策
で
入
口
と
コ
ー
ト

は
２
ｍ
高
低
差
が
あ
る
よ
う
に
設
計
し
た
。

問
▼
妙
円
寺
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
に

関
し
て
、
現
在
の
地
区
公
民
館
の
利
用
状
況
、

会
議
の
回
数
及
び
新
館
の
大
ホ
ー
ル
の
収
容
人

員
は
。

答
▼
公
民
館
講
座
６
講
座
、
そ
の
他
の
自
主
講

座
。
自
治
会
関
係
の
運
営
委
員
会
、
体
育
部
関

係
、
地
区
全
体
の
話
し
合
い
な
ど
。
大
ホ
ー
ル

は
５
５
０
名
収
容
予
定
。

問
▼　

年
度
で
終
了
し
て
い
る
設
計
は
、
今
か

１６

ら
変
更
で
き
な
い
の
か
。

答
▼
設
計
変
更
は
単
独
事
業
に
な
る
。
国
が
認

め
れ
ば
、
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か

し
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
の
事
業
評
価

で
、
交
付
申
請
の
通
り
事
業

効
果
が
上
が
っ
た
の
か
、
審

査
さ
れ
る
。
事
業
を
縮
小
し

た
場
合
、
補
助
金
の
返
納
が

必
要
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
返

納
し
な
い
と
い
け
な
い
。

問
▼
新
館
の
会
議
室
３
つ

は
、
既
存
の
児
童
館
と
重
複

し
た
部
分
も
あ
る
。
無
駄
で

は
な
い
か
。

答
▼
今
は
学
級
講
座
の
数
を

制
限
し
て
お
り
、
今
後
の
増

加
を
賄
い
き
れ
な
い
状
況
で

あ
る
。

教
育
文
化
常
任
委
員
会

妙円寺地域交流センター建設予定地
奥の建物は現在の地区公民館（児童館）
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より良い市政を目指して 

３月定例会では２０名の議員が登壇し、 
日置市の未来を見据え質問を行いました。 

一 般 質 問 

これから　  
　 どうする！ 
『日置市』 

これから　  
　 どうする！ 
『日置市』 

消
防
団
員
の
充
実
強
化
が
必
要
で
あ
る
が
、

団
員
の
確
保
の
啓
発
募
集
は
し
て
い
る
か

　

現
在
、
団
員
の
定
数
は
６
１
３
名
で
あ
る

が
、
現
員
数
は
５
４
９
名
で　

名
の
欠
員
で
あ

６４

る
。
こ
の
中
に
は
職
員　

名
が
含
ま
れ
て
い

３１

る
。
市
は
国
か
ら
の
募
集
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
各
分
団
へ
配
布
し
て
い
る
が
、
他
に

団
員
確
保
の
啓
発
等
は
し
て
い
る
の
か
。

広
報
誌
等
で
啓
発
募
集
は
し
て
い
る

【
市
長
】

　

消
防
団
員
を
は
じ
め
、
消
防
後
援
会
・
自
治

会
に
お
願
い
し
て
い
る
。
市
の
広
報
誌
で
も
消

防
団
の
重
要
性
を
広
報
し
な
が
ら
団
員
募
集
に

取
り
組
み
、
国
が
進
め
て
い
る
機
能
別
団
員
・

分
団
制
度
や
消
防
団
協
力
事
業
所
標
示
制
度
の

検
討
を
進
め
て
い
く
。

消
防
車
庫
の
維
持
管
理
費
負
担
の
考

え
は
な
い
か

　

合
併
し
て
２
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、

他
方
面
団
の
維
持
管
理
費
は
市
が
負
担
し
て
い

る
。
伊
集
院
方
面
団
は
各
自
治
会
が
負
担
し
て

い
る
の
で
市
が
負
担
す
る
考
え
は
な
い
か
。

消
防
車
庫
の
維
持
管
理
費
は
市
が
負

担
す
る　
　
　
　
　
　
　
　

【
市
長
】

　

合
併
し
て
２
年
を
経
過
し
よ
う
と
す
る
中

で
、
分
団
を
含
め
た
組
織
の
見
直
し
を
考
え
て

い
く
。
水
道
・
電
気
等
の
最
低
限
の
負
担
は
市

で
対
応
す
る
。

各
分
団
へ
の
発
電
機
の
配
備
に
つ
い
て

　

他
方
面
団
に
は
発
電
機
が
各
分
団
に
配
備
さ

れ
て
い
る
が
、
伊
集
院
方
面
団
は
中
央
分
団
以

外
に
は
な
い
。
夜
間
に
災
害
等
が
発
生
し
た
時

に
安
全
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
発
電
機
の
配

備
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

伊
集
院
方
面
団
の
各
分
団
に
１
機
ず

つ
配
備
す
る　
　
　
　
　
　

【
市
長
】

　

他
方
面
団
は
各
分
団
に
配
備
さ
れ
て
い
る
。

伊
集
院
方
面
団
に
も
各
分
団
へ
夜
間
災
害
時
、

安
全
に
作
業
す
る
た
め
に
１
機
づ
つ
配
備
す

る
。

水
利
確
保
の
た
め
河
川
整
備
の
考
え

は
な
い
か

　

市
内
に
は
以
前
水
利
と
し
て
使
え
る
場
所
が

多
く
あ
っ
た
が
、
最
近
、
都
市
計
画
等
で
歩
道

や
植
え
込
み
で
消
防
車
の
進
入
が
で
き
な
い
と

こ
ろ
が
で
き
て
い
る
の
で
、
改
良
す
る
考
え
は

な
い
か
。今

後
、
土
木
事
務
所
と
検
討
し
て
い

く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
市
長
】

　

水
利
箇
所
の
把
握
は
し
て
い
る
。
何
カ
所
か

は
防
災
の
た
め
に
消
防
車
の
乗
り
入
れ
る
所
は

確
保
し
て
い
る
。
大
事
な
問
題
で
あ
る
の
で
、

今
後
、
土
木
事
務
所
と
検
討
し
て
い
く
。

並
松　

安
文議員

質問
１

答弁
１

質問
２

答弁
２

地域防災の要である消防団

質問
３

質問
４

答弁
４

答弁
３



ひおき市議会だより　Ｈ１９．５１３

本
市
の
長
期
的
財
政
計
画
を
示
す
べ

き
で
は

　

長
期
計
画
が
な
け
れ
ば
３
年
位
の
短
期
計
画

の
評
価
も
で
き
ず
、
将
来
の
予
測
も
つ
か
な

い
。
予
算
提
示
が
ま
ち
ま
ち
で
、
改
革
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
室
や
財
政
管
財
課
、
各
課
の
連
携
に

疑
問
を
感
じ
る
。
ま
た
、
起
債
（
借
金
）
は
償

還
（
元
金
返
済
）
を
越
え
な
け
れ
ば
起
債
残
高

を
減
ら
せ
る
と
い
う
が
、
平
成　

年
度
は　

億

１９

３１

の
起
債
で　

億
の
償
還
と
７
億
の
利
子
返
済
予

３２

定
だ
。
将
来
の
財
源
不
足
を
考
え
る
と
甘
い
判

断
で
は
。
利
子
を
払
っ
て
い
け
る
の
か
。

地
方
交
付
税
の
動
向
を
見
な
が
ら
、
３

年
の
ロ
ー
リ
ン
グ
で
考
え
る
【
市
長
】

　

歳
出
削
減
を
図
り
、
自
主
財
源
確
保
に
努
め

な
が
ら
、
国
庫
補
助
金
改
革
等
検
討
し
作
成
し

た
い
。
各
課
連
携
は
部
長
会
・
部
課
長
会
・
各

助
役
参
加
の
支
所
課
長
会
な
ど
で
図
っ
て
い

る
。
今
後
も
、
縦
横
の
意
志
統
一
を
図
っ
て
い

く
。
借
入
残
高
は
急
激
に
は
減
ら
せ
な
い
。
利

子
に
つ
い
て
は
、
政
府
資
金
に
つ
い
て
国
と
協

議
し
な
が
ら
、
状
況
を
見
て
考
え
る
。

特
別
会
計
と
一
般
会
計
繰
入
金
の
連
動
、

医
療
費
、
公
共
下
水
道
事
業
の
今
後
は

　

医
療
費
（
国
保
・
老
人
医
療
・
介
護
）
の
総

額
は
１
９
６
億
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
３
年
間

の
当
初
予
算
は　

億
づ
つ
増
加
し
て
い
る
。
一

１０

方
、
約　

億
繰
出
し
て
い
る
一
般
会
計
は
、
５

２０

年
間
で　

億
減
額
し
、
１
９
０
億
台
に
し
な
け

５０

れ
ば
な
ら
な
い
。
医
療
費
が
一
般
会
計
を
上
回

る
勢
い
だ
。
ま
た
、
下
水
道
事
業
も
厳
し
い
運

営
状
況
だ
。
５
億
６
千
万
の
事
業
の
う
ち
、
使

用
料
は
１
億
６
千
万
程
。
後
は
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
と
借
金
だ
。
返
済
も
２
億
７
千
万
で

あ
る
。
今
後
の
特
別
会
計
予
測
と
対
策
は
。

不
足
分
は
一
定
の
基
準
で
繰
入
れ
て
い

る
。
今
後
も
増
え
る
だ
ろ
う
【
市
長
】

　

後
期
高
齢
者
医
療
費
等
、
県
の
広
域
連
合
で

事
務
統
一
を
し
て
い
く
が
、
財
政
面
の
厳
し
さ

は
変
わ
ら
な
い
。
国
の
制
度
改
正
に
よ
っ
て
本

人
負
担
も
増
え
る
。
今
後
の
予
測
は
難
し
い

が
、
医
療
費
も
繰
入
金
も
増
え
る
と
考
え
る
。

公
共
下
水
道
事
業
も
運
営
は
厳
し
く
、
本
年
度

か
ら
使
用
料
の
値
上
げ
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

資
源
ご
み
収
集
の
そ
の
後
の
対
策
は
、

住
民
説
明
会
の
必
要
は

　

薩
摩
川
内
市
で
は
助
成
金
を
出
し
、
自
治
会

が
収
集
保
管
用
の
小
屋
を
作
っ
て
、
住
民
が
土

日
の
昼
間
な
ど
に
資
源
ご
み
を
持
ち
寄
っ
て
い

る
。
本
市
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。
分
別
収
集

の
住
民
意
識
啓
発
は
重
要
だ
。
住
民
へ
の
周
知

を
は
か
る
た
め
、
説
明
会
を
開
催
す
べ
き
で

は
。

検
討
す
る
。
伊
集
院
地
域
も
含
め
て
、

地
域
説
明
会
を
開
催
す
る　

【
市
長
】

理
解
し
や
す
い
財
政
の
説
明
責
任
を

果
た
す
た
め
に

　

夕
張
市
財
政
破
た
ん
の
報
道
後
、
市
民
が
財

政
に
つ
い
て
深
い
関
心
と
不
安
感
を
持
っ
て
い

る
。
負
担
増
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
住
民
の
生

活
に
密
着
し
た
事
業
の
事
業
別
予
算
・
決
算
の

明
示
と
、
二
重
予
算
化
（
経
常
収
支
会
計
と
資

本
会
計
）
に
よ
る
説
明
責
任
の
果
た
し
方
も
あ

る
と
考
え
る
が
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

市
民
に
わ
か
り
や
す
い
予
算
書
作
成
と
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
・
コ
ス
ト
計
算
書
作
成
へ【
市
長
】

　

予
算
・
決
算
は
広
報
誌
で
、
各
項
目
を
設
け

て
わ
か
り
や
す
い
表
示
で
掲
載
し
て
い
る
。
地

方
自
治
法
の
義
務
付
け
に
よ
る
財
政
状
況
の
公

表
は
、
５
月
と　

月
、
年
２
回
し
て
い
る
。
予

１２

算
編
成
は
地
方
自
治
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る

が
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
作
成
も
含
め
、
普
通

建
設
事
業
の
経
費
と
そ
れ
に
伴
う
補
助
金
や
市

債
、
市
債
残
高
に
係
る
交
付
税
措
置
等
、
理
解

で
き
る
よ
う
な
内
容
で
の
周
知
を
図
り
た
い
。

自
治
会
活
動
も
厳
し
い
が

　

自
治
会
活
動
に
対
す
る
住
民
負
担
に
つ
い

て
、
市
長
の
認
識
、
今
後
の
あ
り
方
に
対
す
る

考
え
を
伺
う
。

交
付
金
・
補
助
金
等
の
見
直
し
を
図
る

【
市
長
】

　

住
民
負
担
に
は
人
的
な
も
の
と
、
予
算
的
な

も
の
が
あ
る
。
過
疎
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、

自
治
会
活
動
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。
新
市
に
な
り
育
成
交
付
金
と
活
性
化

補
助
金
交
付
要
綱
を
定
め
、
市
内
一
律
に
し
た

の
で
、
交
付
額
が
減
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
各

自
治
会
で
徴
収
し
て
い
る
自
治
会
費
も
バ
ラ
ツ

キ
が
あ
る
。
今
後
、
自
治
会
再
編
も
含
め
、
交

付
金
・
補
助
金
等
も
見
直
し
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
意
外
と
早
い

ペ
ー
ス
で
迫
っ
て
い
る
が

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対
応
に
関
し
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ
の
加
入
と
共
同
受
信
ア
ン

テ
ナ
施
設
の
改
修
事
業
で
対
応
す
る
地
域
と
の

整
合
性
に
つ
い
て
伺
う
。

防
災
行
政
無
線
統
合
も
含
め
検
討
す

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
市
長
】

　

平
成　

年
７
月　

日
、
現
行
の
ア
ナ
ロ
グ
放

２３

２４

送
が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
へ
の
対
応
を
前
提
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
検

討
し
て
き
た
。
先
月
、
難
視
聴
地
域
の
ア
ン
テ

ナ
共
同
受
信
施
設
組
合
へ
の
説
明
会
が
な
さ

れ
、
組
合
で
の
検
討
が
始
ま
る
と
考
え
る
。
市

と
し
て
は
、
防
災
行
政
無
線
の
統
合
も
含
め
て

検
討
し
た
い
。

上
園　

哲
生議員

質問
１

答弁
１

質問
２

答弁
２

答弁
３

質問
３

質問
１

答弁
１

質問
２

答弁
２

� �����������������������������������
自治会の運動会（吹上地域北湯之元自治会）

薩摩川内市のストックヤード

答弁
３

質問
３

花
木　

千
鶴議員
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産
婦
人
科
医
不
在
へ
の
対
応
な
ど
、
き
め

細
か
な
次
世
代
育
成
支
援
が
必
要
で
は

　
「
女
性
は
産
む
機
械
」の
柳
澤
厚
生
労
働
大
臣

発
言
は
、
命
の
尊
厳
を
傷
つ
け
る
も
の
で
あ
り

強
く
抗
議
す
る
。
女
性
た
ち
は
家
庭
と
仕
事
の

両
立
に
悩
み
、
若
者
達
は
格
差
で
家
庭
す
ら
持

て
な
い
。
子
育
て
支
援
が
進
む
一
方
で
、
補
助

金
削
減
や
低
体
重
児
出
産
や
虐
待
も
増
え
る
。

今
後
の
基
盤
整
備
と
産
科
医
不
在
へ
の
対
応

は
。

子
育
て
支
援
計
画
で
充
実
を
図
る

【
市
長
】

　

一
時
保
育　

、
地
域
子
育
て
セ
ン
タ
ー
３
、

１４

延
長
保
育　

、
障
害
児
保
育
３
、
病
後
時
保
育

１９

１
、
休
日
保
育
１
園
が
実
施
。
子
育
て
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
は
更
に
充
実
と
周
知
を
図

る
。
子
育
て
マ
ッ
プ
を
店
に
置
い
て
便
宜
を
図

り
、
虐
待
は
関
連
機
関
と
連
携
し
、
母
子
寮
や

公
営
住
宅
で
一
時
避
難
が
で
き
る
。
妊
婦
７
割

が
鹿
児
島
市
内
の
病
院
で
出
産
。
緊
急
時
は
救

急
車
内
で
対
応
で
き
る
。
医
師
会
と
も
連
携
し

て
安
全
を
図
り
た
い
。

性
・
い
の
ち
の
教
育
の
充
実
や
、
有
害

メ
デ
ィ
ア
へ
の
対
策
は

　

地
域
連
携
の
希
薄
化
の
中
、
性
や
命
の
尊
厳

に
関
わ
る
機
会
が
少
な
い
ま
ま
、
興
味
本
位
の

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
子
ど
も
達
は
さ
ら
さ
れ
て
い

る
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
ィ
ル
ス
）
感

染
や
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
（
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
）

患
者
発
生
は
、
毎
年
１
千
人
以
上
報
告
さ
れ
、

先
進
国
の
中
で
日
本
だ
け
が
増
加
し
て
い
る
。

人
生
を
左
右
す
る
性
・
命
の
教
育
が
充
実
さ
れ

な
い
こ
と
は
教
育
放
棄
と
言
え
、
教
師
自
身
が

指
導
で
き
る
よ
う
研
修
の
場
が
必
要
で
あ
る
。

有
害
メ
デ
ィ
ア
対
策
を
ど
う
す
る
か
。

有
害
サ
イ
ト
に
つ
な
が
せ
な
い
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
の
普
及
・
啓
発
を
図
る
【
教
育
長
】

　

保
健
師
や
赤
ち
ゃ
ん
と
接
す
る
妊
婦
体
験
な

ど
、
家
族
の
大
切
さ
や
自
分
の
命
の
誕
生
の
尊

さ
な
ど
で
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
全
体
計
画
の

中
で
学
ん
で
い
く
。
有
害
図
書
な
ど
販
売　

店
２５

舗
、
有
害
自
販
機
１
、
不
適
切
管
理
３
ヵ
所
、

青
少
年
健
全
育
成
上
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
携

帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
は
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

設
置
の
徹
底
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

家
事
と
仕
事
の
両
立
支
援
を
ど
う
図
り
、

男
女
共
同
参
画
専
任
の
設
置
検
討
は

　

教
育
・
福
祉
・
ま
ち
づ
く
り
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
施
策
に
横
軸
の
必
要
な
社
会
問
題
解
決
に

専
任
担
当
者
が
必
要
で
は
な
い
か
。

基
本
計
画
を
策
定
し
制
度
理
解
を
図
り
、

事
務
量
見
直
し
の
中
で
検
討
【
市
長
】

　

懇
談
会
が
発
足
し
て
住
民
意
向
調
査
を
実

施
。
市
内
事
業
所
へ
の
働
き
か
け
や
就
学
児
子

育
て
講
座
な
ど
で
普
及
・
啓
発
を
図
る
。

本
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

　

総
務
省
が
２
０
０
８
年
度
か
ら
公
表
を
義
務

付
け
る
４
項
目
の
財
政
指
標
の
本
市
の
実
態

は
。
地
方
債
残
高
の
動
き
、
経
常
収
支
比
率

は
。
こ
れ
ら
の
指
標
を
ど
う
と
ら
え
、
財
政
破

た
ん
し
な
い
よ
う
行
政
運
営
を
ど
う
進
め
て
い

く
か
。
財
政
健
全
化
計
画
の
策
定
や
外
部
監
査

を
義
務
付
け
る
現
状
に
ど
う
対
処
す
る
か
。

財
政
改
革
を
進
め
な
が
ら
健
全
な
財
政

運
営
の
維
持
に
努
め
て
い
く
【
市
長
】

　

４
項
目
の
指
標
は
現
段
階
明
確
な
基
準
が
示

さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
、
健
全
な
財
政
運
営
の

維
持
に
努
め
る
。
起
債
残
高
は
今
年
度
末
で
約

３
５
６
億
円
だ
が
今
後
、
十
分
精
査
し
て
い

く
。
経
常
収
支
比
率
は　

・
６
だ
が
、
平
均
が

９６

　

・
４
で
若
干
高
い
の
で
改
善
に
努
め
る
。
地

９５方
交
付
税
の
依
存
度
が
高
い
の
で
、
財
政
改
革

を
進
め
る
。

農
林
水
産
業
な
ど
の
第
１
次
産
業
振

興
に
つ
い
て

　

担
い
手
育
成
、
経
営
の
高
度
化
と
生
産
基
盤

の
充
実
は
ど
う
進
め
て
い
る
か
。
農
村
づ
く
り

総
合
推
進
事
業
も
都
市
住
民
を
呼
ぶ
仕
掛
け
は

ど
う
か
。
耕
作
放
棄
地
の
解
消
と
有
機
農
業
支

援
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

国
の
計
画
に
基
づ
き
な
が
ら
、
市
の
単

独
事
業
等
も
導
入
し
て
い
く
【
市
長
】

　

認
定
農
業
者
や
集
落
営
農
が
で
き
る
よ
う
な

組
織
体
制
を
構
築
し
た
い
。
ソ
フ
ト
面
に
重
点

を
置
い
て
集
落
の
形
態
維
持
を
進
め
て
い
く
。

体
験
型
修
学
旅
行
の
受
入
れ
は
農
家
と
一
緒
に

進
め
る
。
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
な
ど

を
活
用
し
な
が
ら
農
業
委
員
会
と
連
携
、
有
機

農
業
支
援
は
関
係
機
関
と
連
携
を
深
め
る
。

本
市
の
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て

　

少
子
化
対
策
や
子
育
て
支
援
施
策
の
課
題
と

現
状
は
ど
う
か
。
昨
年
３
月
に
策
定
し
た
日
置

市
子
育
て
支
援
計
画
の
概
要
や
特
色
は
。
行
政

の
役
割
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。
昨
年
６
月

に
政
府
が
策
定
し
た
新
し
い
少
子
化
対
策
を
ど

う
受
け
止
め
、
今
後
の
計
画
に
ど
う
反
映
さ
せ

て
い
く
か
。

本
市
が
策
定
し
た
子
育
て
支
援
計
画
に

基
づ
い
て
実
施
し
て
い
き
た
い
【
市
長
】

　

約
１
８
０
の
具
体
的
施
策
を
あ
げ
て
、
各
種

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
子
育
て
支
援
計
画

に
基
づ
い
て
、
各
関
係
機
関
が
鋭
意
努
力
し
、

子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

国
の
事
業
等
も
活
用
し
な
が
ら
、
単
独
事
業
も

進
め
て
い
き
た
い
。

質問
１

答弁
１

質問
２

答弁
２

答弁
３

質問
３

質問
１

答弁
１

質問
２

答弁
２

答弁
３

質問
３
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伊
集
院
駅
周
辺
の
整
備
は

　

合
併
協
議
会
の
計
画
で
伊
集
院
地
域
で
は
伊

集
院
駅
周
辺
の
整
備
が
重
点
事
業
で
計
画
さ
れ

て
い
る
が
、
駅
西
広
場
（
現
駐
車
場
）
を
含
め
、

基
本
計
画
を
ど
う
考
え
る
か
。

駅
舎
の
整
備
な
ど
一
体
的
に
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
【
市
長
】

　

駅
舎
は
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
が
最
優
先
。
駅
周
辺

の
青
写
真
を
描
き
、
ど
れ
だ
け
投
資
で
き
る

か
、
民
間
活
用
も
含
め
検
討
し
た
い
。
ま
た
、

駅
西
広
場
は
土
地
を
有
効
に
し
て
、
地
域
が
活

性
化
し
、
市
の
た
め
に
な
る
よ
う
、
市
民
の

方
々
と
智
恵
を
出
し
合
い
検
討
し
て
い
く
。

駐
輪
場
の
放
置
自
転
車
、
バ
イ
ク
の

処
理
及
び
駐
車
場
の
整
備
に
つ
い
て

　

３
ヵ
所
の
駐
輪
場
で
放
置
自
転
車
が　

台
あ

８７

り
、
全
体
の
約
３
割
に
当
る
が
、
行
政
と
し
て

処
分
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
交
番
横
駐
車
場
に

お
い
て
は
長
時
間
駐
車
防
止
の
た
め
に
パ
ー
ク

＆
ラ
イ
ド
の
設
置
が
、
駅
西
広
場
に
お
い
て
は

基
本
的
な
計
画
に
時
間
が
か
か
る
の
で
あ
れ

ば
、
現
在　

名
い
る
待
機
者
の
た
め
に
駐
車
場

４３

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
有
効
と

思
わ
れ
る
。
駅
周
辺
の
環
境
美
化
の
た
め
に

も
、
正
し
く
利
用
す
る
人
の
た
め
に
も
整
備
、

改
善
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

放
置
自
転
車
に
対
す
る
条
例
等
の
整

備
も
検
討
し
た
い　
　
　
　

【
市
長
】

　

処
分
に
つ
い
て
は
法
的
な
問
題
も
あ
る
の

で
、
警
察
、
弁
護
士
と
相
談
し
対
応
し
た
い
。

パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
は
設
置
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
費
用
の
問
題
が
あ
る
。
駅
西
駐

車
場
は
、
周
辺
の
民
間
駐
車
場
の
経
営
を
圧
迫

し
な
い
中
で
台
数
を
考
慮
し
た
。
今
後
、
整
備

費
用
を
試
算
し
、
周
辺
の
駐
車
場
経
営
者
に
ご

理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
た
い
。

指
定
管
理
者
制
度
の
進
め
方
に
つ
い
て

　

行
財
政
改
革
を
進
め
る
中
で
、
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
は
不
可
欠
で
あ
る
。
昨
年　

件
の
公

２２

募
分
で
約
９
千
万
円
の
経
済
効
果
が
あ
っ
た
。

今
後
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。
特
に
残
り

の
施
設
の
※

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
は
ど
う
か
。

で
き
る
も
の
か
ら
制
度
の
手
続
き
を

と
っ
て
い
く　
　
　
　
　
　

【
市
長
】

　

各
施
設
の
担
当
課
に
採
用
の
見
込
み
を
あ
げ

さ
せ
て
い
る
が
、
行
革
推
進
の
方
で
も
施
設
の

あ
り
方
に
つ
い
て
問
う
形
で
進
め
て
い
く
。
事

前
説
明
会
の
周
知
も
し
っ
か
り
し
て
い
き
た
い
。

安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

日
置
市
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
条
例
が
制
定

さ
れ
、
第
１
回
推
進
会
議
が
開
か
れ
た
。
今
後

の
取
り
組
み
は
。

犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
体
制
づ
く
り
を

進
め
て
い
く　
　
　
　
　
　

【
市
長
】

　

安
全
で
住
み
よ
い
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た

め
、
防
犯
意
識
の
高
揚
を
は
か
り
、
犯
罪
を
未

然
に
防
止
す
る
体
制
づ
く
り
、
生
活
環
境
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。

各
自
治
会
防
犯
部
の
設
置
状
況
は

　

各
自
治
会
に
防
犯
部
の
組
織
が
重
要
で
あ
る

と
思
う
が
、
市
内
の
設
置
状
況
は
。

市
内
全
域
に
地
域
安
全
モ
ニ
タ
ー
を

委
嘱
し
て
い
る　
　
　
　
　

【
市
長
】

　

伊
集
院
地
域
は
全
自
治
会
に
防
犯
部
が
あ

り
、
日
置
地
区
防
犯
協
会
は
、
市
内
全
域
に
地

域
安
全
モ
ニ
タ
ー
を
委
嘱
し
て
い
る
。

子
ど
も
や
高
齢
者
の
安
全
対
策
は

　

子
ど
も
や
高
齢
者
に
対
す
る
凶
悪
事
件
な
ど

多
発
し
て
い
る
が
、
今
後
の
安
全
対
策
は
。

安
全
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
く

【
市
長
】

　

市
や
自
治
会
等
が
設
置
管
理
す
る
防
犯
灯
の

照
明
度
の
確
保
や
、
通
学
路
の
犯
罪
防
止
に
考

慮
し
た
安
全
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
く
。

活
動
推
進
団
体
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　

活
動
推
進
団
体
へ
の
支
援
は
ど
の
よ
う
な
内

容
で
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

危
険
箇
所
に
防
犯
灯
の
設
置
を
増
や

し
て
い
く　
　
　
　
　
　
　

【
市
長
】

　

市
民
の
安
全
福
祉
向
上
の
た
め
、
防
犯
活
動

推
進
事
業
に
補
助
金
制
度
を
定
め
て
お
り
、
各

地
域
防
犯
組
合
に
対
し
て
、
防
犯
灯
の
設
置
や

防
犯
用
看
板
の
設
置
、
防
犯
チ
ラ
シ
の
印
刷
代

等
を
補
助
し
て
い
る
。

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
に
つ
い
て

　

子
ど
も
達
の
安
全
を
守
る
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

は
市
内
全
体
で
何
人
い
る
の
か
。

学
校
・
地
域
・
家
庭
と
の
連
携
が
重
要

で
あ
る　
　
　
　
　
　
　

【
教
育
長
】

　

日
置
市
内
の
小
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

は
３
１
９
人
で
あ
る
。
す
べ
て
の
学
校
で
安
全

マ
ッ
プ
が
で
き
て
い
る
の
で
、
登
下
校
は
学

校
・
地
域
・
家
庭
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
安

心
し
て
行
き
帰
り
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
。

鶴
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秋
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全
国
学
力
テ
ス
ト
復
活
に
つ
い
て

　

中
３
・
小
６
に
４
月　

日
学
力
テ
ス
ト
が
実

２４

施
さ
れ
る
。
今
回
の
テ
ス
ト
目
的
は
、
国
と
教

育
産
業
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
個
人
情
報
を

握
る
と
い
う
重
大
問
題
が
あ
る
。
ど
う
思
う
か
。

本
市
の
学
力
を
全
国
と
比
べ
る
の
に

良
い
機
会
で
あ
る　
　
　

【
教
育
長
】

　

結
果
は
市
全
体
の
発
表
を
す
る
。
各
学
校
ご

と
の
結
果
は
出
す
が
比
較
し
な
い
。

空
家
対
策
を
ど
う
考
え
る
か

　

市
内
に
１
７
３
６
戸
の
空
家
が
あ
る
。
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
団
塊
世
代
の
移
住
促
進
の

報
道
が
あ
っ
た
。
日
置
市
で
も
考
え
な
い
か
。

全
て
個
人
の
も
の
な
の
で
、
自
治
会

を
通
し
て
検
討
す
る　
　
　

【
市
長
】

　

空
家
に
は
道
具
が
つ
ま
っ
て
お
り
、
使
え
る

の
は
１
割
位
し
か
な
い
。

準
要
保
護
家
庭
の
枠
を
広
げ
て
は

　

準
要
保
護
費
の
執
行
残
が
４
０
２
万
円
も
あ

る
。
生
活
格
差
が
ひ
ら
き
、
子
ど
も
に
影
響
が

あ
る
の
で
は
。
給
食
費
滞
納
、
修
学
旅
行
不
参

加
等
の
実
態
は
。

児
童
・
生
徒
へ
の
貧
困
格
差
の
ひ
ろ
が

り
は
感
じ
な
い　
　
　
　

【
教
育
長
】

　

給
食
費
納
金
も
向
上
、
修
学
旅
行
不
参
加
は

病
気
や
外
傷
が
原
因
で
あ
っ
た
。

市
職
員
昇
格
試
験
の
結
果
を
う
け
て

　
　

月
に
実
施
さ
れ
た
試
験
結
果
は
、
課
長
５

１０

人
、
係
長　

人
合
格
。
そ
の
後
の
自
治
労
の
ア

１１

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
こ
の
試
験
に　

％
近
い
人
が

８０

反
対
。
今
後
も
続
け
る
気
か
。

続
け
て
い
く
か
、
今
後
検
討
す
る

【
市
長
】

　

結
果
発
表
の
時
、
不
服
の
人
は
、
総
務
課
へ
聞

き
に
行
く
よ
う
言
っ
た
が
誰
も
来
な
か
っ
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
は

　
　

才
以
上
の
生
き
が
い
対
策
の
場
が
暗
く
、

６０
差
別
・
公
平
で
な
い
雰
囲
気
が
あ
る
よ
う
だ
。

局
長
の
勤
務
も
長
す
ぎ
る
の
で
は
。

働
き
や
す
い
職
場
に
な
る
よ
う
指
導
・

助
言
し
て
い
く　
　
　
　
　

【
市
長
】

　

セ
ン
タ
ー
の
合
併
も
終
っ
た
の
で
、
３
月
で

局
長
も
辞
め
て
も
ら
う
。

緊
急
小
口
貸
付
制
度
を
設
け
て
ほ
し
い

　

金
に
困
り
サ
ラ
金
に
走
る
多
重
債
務
者
が
多

い
。
自
殺
、
夜
逃
げ
に
つ
な
が
る
が
ど
う
思
う

か
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
４
地
域
統
一
し

て
こ
の
制
度
を
設
け
て
い
く
【
市
長
】

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
の
集
落

営
農
の
取
組
み
状
況
は

　

我
国
の
農
業
は
、
農
業
者
の
数
が
急
激
に
減

り
、
農
村
で
は
、
都
会
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
高

齢
化
が
進
行
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
給
率
や
担

い
手
の
育
成
な
ど
、
国
の
施
策
と
は
裏
腹
に
ど

ん
ど
ん
衰
弱
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
問
題
を
解
決
す
べ
く
意
欲
と
能
力
の
あ
る
担

い
手
と
特
定
団
体
に
対
象
者
を
限
定
し
、
集
落

営
農
を
推
進
し
て
い
る
が
、
こ
の
施
策
は
広
い

平
野
部
や
東
北
・
北
陸
な
ど
水
田
地
帯
を
中
心

と
し
た
施
策
で
あ
り
、
畑
作
中
心
の
本
県
や
、

山
間
地
の
多
い
日
置
市
で
は
、
そ
の
取
り
組
み

は
難
し
い
と
疑
問
に
感
じ
る
。
ま
た
、
こ
の
制

度
が
本
市
の
農
業
発
展
に
つ
な
が
る
の
か
。

　

地
区
で
説
明
会
を
し
て
い
る
状
況

１５で
あ
る　
　
　
　
　
　
　
　

【
市
長
】

　

集
落
営
農
は
、
農
家
の
高
齢
化
や
兼
業
農
家

の
比
率
が
高
い
本
市
の
農
業
形
態
や
ま
た
、
中

山
間
の
多
い
地
形
的
な
条
件
の
中
で
は
、
な
か

な
か
難
し
い
地
区
も
あ
る
。
現
在
で
は
モ
デ
ル

地
区
（
田
代
地
区
・
吉
利
北
区
）
を
中
心
に
取

組
み
に
意
欲
の
あ
る　

地
区
で
説
明
会
な
ど
を

１５

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
集
落
農
業
の
中
で
認

定
農
業
者
は
、
農
地
や
地
域
を
守
る
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
重
要
な
存
在
で
あ
る
が
、
逆
に
認
定
農

業
者
の
経
営
を
圧
迫
す
る
事
が
な
い
よ
う
に
す

る
の
が
大
事
で
あ
り
配
慮
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
他
の
地
区
も
農
村
地
区
の
活
性
化
の
た
め

に
、
こ
れ
と
類
似
す
る
よ
う
な
手
法
を
市
と
し

て
も
考
え
推
進
し
て
い
き
た
い
。

中
山
間
直
接
支
払
制
度
と
農
地
・
水
・
環

境
保
全
向
上
対
策
の
関
連
や
推
進
状
況
は

　

現
在
の
中
山
間
直
接
支
払
制
度
と
平
成　

年
１９

か
ら
始
ま
る
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

は
、
両
方
と
も
農
地
を
守
る
の
が
目
的
で
あ
る

が
、
関
連
と
推
進
状
況
は
ど
う
か
。

農
地
・
水
・
環
境
保
全
対
策
は
、
地
域

を
活
性
化
さ
せ
る
の
が
目
的
【
市
長
】

　

中
山
間
直
接
支
払
い
制
度
と
農
地
・
水
・
環

境
保
全
対
策
は
、
基
本
的
に
は
両
施
策
と
も
農

地
を
保
全
し
て
い
く
た
め
の
保
障
政
策
で
あ

る
。
農
地
・
水
・
環
境
保
全
対
策
は
、
農
業
環

境
を
保
全
す
る
た
め
に
農
家
だ
け
で
な
く
地
域

民
が
一
緒
に
な
っ
た
任
意
の
共
同
作
業
の
組
合

を
設
立
し
て
、
地
域
を
活
性
化
し
て
い
く
の
が

目
的
で
あ
る
。
現
在
、
中
山
間
直
接
支
払
い
制

度
は　

地
区
、
５
７
４　

。
農
地
・
水
・
環
境

７６

ha

保
全
対
策
は　

地
区
、
７
８
２　

で
取
組
む
計

２３

ha

画
。　

ａ
当
り
４
４
０
０
円
の
交
付
支
払
額
に

１０

な
る
。

谷
口　

正
行議員

質問
１

答弁
１

質問
２

答弁
２

答弁
３

質問
３

質問
１

答弁
１

質問
２

答弁
２

� �����������������������������������

日置市シルバー人材センター

田代地区の取り組み状況

質問
４

答弁
４

答弁
５

答弁
６

質問
６

質問
５

坂
口
ル
リ
子議員
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地
場
産
業
・
農
産
物
の
特
産
品
の
活
用

に
つ
い
て

　

各
地
域
を
代
表
す
る
産
業
・
産
物
が
あ
る
が
、

う
ま
く
活
か
し
て
地
域
の
活
性
化
に
利
用
で
き

な
い
も
の
か
。

地
場
産
物
で
育
成
を
図
っ
て
い
く

【
市
長
】

　

農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。
ま

だ
、
そ
の
物
が
商
業
ベ
ー
ス
や
流
通
体
制
の
中

に
乗
っ
て
い
な
い
の
が
実
状
で
あ
る
。

「
安
心
安
全
の
認
証
マ
ー
ク
」の
２
品
目

に
対
す
る
特
産
品
育
成
方
針
に
つ
い
て

　

吹
上
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
・
日
吉
の
緑
竹
が
県

の
認
証
を
受
け
て
い
る
が
、
産
地
競
争
に
勝
つ

た
め
に
も
更
新
し
て
い
き
た
い
。
緑
竹
は
、
暖

か
い
地
理
的
条
件
を
う
ま
く
利
用
し
て
全
市
的

に
生
産
が
波
及
し
て
い
る
が
、
消
費
者
開
拓
に

宣
伝
Ｐ
Ｒ
の
必
要
が
あ
る
。
市
の
取
り
組
み
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

出
荷
体
制
の
確
立
が
大
事
で
あ
る

【
市
長
】

　

都
市
と
農
村
の
交
流
会
な
ど
行
っ
て
お
り
、

期
待
度
も
上
が
っ
て
い
る
。
生
産
組
織
を
十
分

に
つ
く
り
、
契
約
栽
培
・
業
務
用
の
出
荷
な
ど

生
産
部
会
の
育
成
が
大
事
に
な
っ
て
い
る
。

日
置
瓦
の
振
興
と
今
後
の
活
用
策
に

つ
い
て

　

時
代
を
越
え
て
美
し
い
、
い
ぶ
し
銀
の
風
格

あ
る
日
置
瓦
。
高
温
多
湿
、
そ
し
て
降
灰
と
自

然
環
境
の
厳
し
い
鹿
児
島
に
あ
っ
て
優
美
さ
と

丈
夫
さ
を
誇
る
日
置
瓦
は
、
日
本
建
築
に
は
欠

か
せ
な
い
屋
根
材
と
し
て
確
固
た
る
地
位
を
築

い
て
き
た
。
し
か
し
、
繁
栄
と
衰
退
を
繰
り
返

し
、
現
在
は
需
要
が
低
迷
し
て
い
る
が
名
産
日

置
瓦
の
復
興
を
願
っ
て
今
後
の
活
用
策
を
伺
う
。

今
後
は
県
営
・
市
営
住
宅
建
築
の
設
計

段
階
か
ら
取
り
入
れ
る　
　

【
市
長
】

　

個
人
住
宅
や
県
営
・
市
営
の
木
造
住
宅
な
ど

で
き
る
だ
け
設
計
の
中
に
入
れ
る
よ
う
に
す

る
。
価
格
が
ど
う
な
る
の
か
、
量
的
確
保
が
で

き
る
の
か
瓦
工
業
協
同
組
合
と
交
渉
し
、
今

後
、
十
分
活
用
が
で
き
る
よ
う
に
進
め
る
。
市

の
特
産
品
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
紹

介
し
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

地
場
産
業
の
育
成
事
業
補
助
金
な
ど

利
用
し
た
い
が
ど
う
か

　

日
置
瓦
二
世
会
で
は
後
継
者
づ
く
り
・
市
場

開
拓
・
新
商
品
開
発
な
ど
目
的
が
あ
る
が
ど
う

か
。
　

年
度
か
ら
商
工
会
運
営
補
助
金
と

１８し
て
予
算
化
し
て
あ
る　
　

【
市
長
】

　

各
地
域
の
物
産
館
に
も
売
場
の
確
保
な
ど
を

検
討
し
て
い
く
民
芸
品
・
工
芸
品
・
建
築
用
資

材
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

給
食
費
の
未
納
の
状
況
は
ど
う
か

　

給
食
費
は
、
学
校
給
食
法
で
保
護
者
が
負
担

す
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
経
済

的
に
支
払
い
が
困
難
な
世
帯
に
は
自
治
体
な
ど

が
基
本
的
に
補
助
す
る
制
度
が
あ
る
。
経
済
的

に
苦
し
く
て
も
支
払
う
家
庭
は
多
い
。
し
か

し
、
理
由
な
し
に
支
払
わ
な
い
家
庭
も
増
え
て

き
て
い
る
。
本
市
の
小
・
中
学
校
の
滞
納
額
と

徴
収
方
法
や
未
納
に
よ
り
満
足
の
い
く
給
食
が

提
供
で
き
て
い
る
か
現
状
を
伺
う
。

未
納
人
数
は　

人
。金
額
は
約
１
５
０

６７

万
円 

【
教
育
長
】

　

徴
収
方
法
は
、
東
市
来
地
域
は
各
自
治
会
ご

と
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
が
集
金
し
給
食
セ
ン
タ
ー
に

納
付
。
伊
集
院
地
域
は
、　

年　

月
ま
で
給
食

１８

１２

セ
ン
タ
ー
へ
口
座
振
込
み
や
直
接
納
付
。　

年
１９

１
月
よ
り
各
学
校
長
が
徴
収
し
、
給
食
セ
ン

タ
ー
へ
納
付
。
日
吉
・
吹
上
地
域
は
各
学
校
長

が
徴
収
す
る
。
今
後
は
、
統
一
を
検
討
し
た

い
。
未
納
の
影
響
は
、
給
食
の
栄
養
基
準
を
満

た
し
た
献
立
に
努
力
し
て
い
る
が
、
果
物
や
デ

ザ
ー
ト
類
の
副
食
の
回
数
に
影
響
が
あ
る
と
思

う
。

公
営
住
宅
の
家
賃
滞
納
の
状
況
は
ど

う
か

　

各
地
域
の
公
営
住
宅
の
滞
納
状
況
は
ど
う

か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
徴
収
方
法
を
と
っ
て

い
る
か
。全

体
で　

戸
、
金
額
約
１
２
４
２
万

５０

円
で
あ
る 

【
市
長
】

　

公
営
住
宅
及
び
一
般
住
宅
の
滞
納
状
況
は
、

東
市
来
８
戸
、
伊
集
院　

戸
、
日
吉　

戸
、
吹

１６

１６

上　

戸
で
、
合
計
額
は
１
２
４
２
万
２
０
６
９

１０
円
で
あ
る
。
徴
収
方
法
は
、
督
促
・
催
告
状
な

ど
文
書
発
送
や
電
話
・
個
別
訪
問
を
実
施
し
て

い
る
。

水
道
料
金
の
未
納
状
況
は
ど
う
か

　

各
地
域
の
水
道
料
金
の
未
納
状
況
は
ど
う

か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
徴
収
方
法
を
と
っ
て

い
る
か
。全

体
で
未
納
者
３
８
７
人
。
金
額
約

６
１
８
万
円 

【
市
長
】

　

２
月
末
で
東
市
来　

人
、　

万
４
５
５
０

３９

３２

円
。
伊
集
院
１
７
７
人
、
３
１
４
万
１
２
０

円
。
日
吉　

人
、
１
６
３
万
３
０
５
０
円
。
吹

９９

上　

人
、
１
０
８
万
８
６
５
０
円
で
あ
る
。

７２

　

徴
収
方
法
は
、
納
期
限
か
ら
１
ヵ
月
後
に
督

促
状
、
さ
ら
に
２
週
間
後
に
催
告
状
を
送
付
。

未
納
が
続
く
場
合
、
給
水
停
止
の
警
告
を
し
、

納
入
が
な
い
場
合
給
水
停
止
を
す
る
。
昨
年　
１２

月
に　

人
に
給
水
停
止
を
実
施
し
た
。

２０
職
員
の
公
共
料
金
等
の
未
払
い
状
況

は
ど
う
か

滞
納
し
て
い
る
職
員
は
い
な
い【

市
長
】

西
峯　

尚
平議員

質問
１

答弁
１

質問
１

答弁
１

質問
２

答弁
２
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質問
３

答弁
３

優美さと丈夫さを誇る日置瓦

質問
２

答弁
２

質問
３

答弁
３

質問
４

答弁
４

答弁
４

質問
４

皆さんの水道は水道料金で支えられています。

成
田　
　

浩議員
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本
市
の
格
差
社
会
と
対
策
に
つ
い
て

　

今
、
社
会
で
は
経
済
格
差
の
問
題
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
本
市
の
生
活
保
護
世
帯
数
、
就
学

援
助
数
は
ど
う
か
。
鹿
児
島
県
は
来
年
度
予
算

に
格
差
を
是
正
す
る
取
り
組
み
を
実
施
し
、
生

活
弱
者
に
目
を
当
て
た
予
算
措
置
し
て
い
る
。

本
市
も
社
会
的
な
弱
者
が
増
加
す
る
現
状
を
ふ

ま
え
、
対
策
を
と
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
教
育

の
場
に
お
い
て
も
格
差
社
会
の
影
響
は
な
い
の

か
。
均
等
あ
る
教
育
の
た
め
に
就
学
援
助
の
申

請
を
定
期
的
に
実
施
し
た
り
奨
学
金
の
充
実
を

は
か
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

福
祉
政
策
の
推
進
を
は
か
る

【
市
長
】

　

若
者
が
希
望
の
持
て
る
社
会
を
つ
く
る
た
め

に
は
雇
用
を
安
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
企

業
誘
致
、
農
業
の
支
援
を
し
た
い
。
生
活
保
護

は
２
４
５
世
帯
、
就
学
援
助
は
４
２
３
名
で
あ

る
。
今
の
と
こ
ろ
大
き
な
影
響
は
な
い
と
考
え

る
。
奨
学
金
に
つ
い
て
は
、
状
況
を
見
て
対
応

す
る
。

多
重
債
務
者
の
相
談
機
能
充
実
を

　

サ
ラ
金
利
用
者
は
１
４
０
０
万
人
を
超
え
多

重
債
務
者
が
増
加
し
て
い
る
。
貸
金
業
法
が
本

格
実
施
さ
れ
る
に
伴
い
、
多
重
債
務
を
減
ら
す

対
策
を
国
が
進
め
て
い
る
。
奄
美
市
や
滋
賀
県

野
洲
市
な
ど
で
は
弁
護
士
や
司
法
書
士
と
連
携

し
、
行
政
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
多
重
債
務
者
を

把
握
し
て
、
過
払
い
利
息
を
清
算
し
、
滞
納
策

に
効
果
が
あ
る
。
多
重
債
務
者
対
策
を
充
実
さ

せ
る
考
え
は
な
い
か
。
弁
護
士
や
司
法
書
士
な

ど
の
専
門
家
の
相
談
会
を
実
施
す
る
考
え
は
な

い
か
。

消
費
相
談
窓
口
で
対
応
し
専
門
家
に
紹
介
す
る
。

市
と
し
て
専
門
家
の
相
談
会
は
し
な
い
【
市
長
】

　

多
重
債
務
者
は
個
人
責
任
が
大
き
い
と
思

う
。
専
門
家
の
相
談
窓
口
は
予
算
も
伴
う
の
で

行
政
の
範
囲
内
で
対
応
す
る
。

嘱
託
職
員
の
待
遇
と
人
材
確
保
は

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
下
、
本
市
で
も
嘱
託
臨

時
職
員
が
増
加
し
て
い
る
。
４
月
よ
り
設
置
さ

れ
る
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
民
間
に
比
べ

て
も
待
遇
が
低
く
、
専
門
職
の
人
材
が
確
保
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
い
い
人
材
は
確
保
で
き

る
の
か
。
ま
た
青
松
園
な
ど
の
専
門
職
の
臨
時

嘱
託
職
員
の
雇
用
条
件
は
十
分
か
。

近
隣
職
員
や
事
業
内
容
で
判
断
し
て

い
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
市
長
】

　

採
用
し
た
時
に
、
雇
用
者
と
十
分
話
合
っ
て

い
る
。
ト
ー
タ
ル
し
て
人
件
費
比
率
を
含
め
て

総
合
的
に
判
断
し
て
い
る
。

坂
口　

洋
之議員

市
内
の
バ
ス
運
行
の
現
状
と
今
後
の

あ
り
方
は

　

岩
崎
グ
ル
ー
プ
の
路
線
バ
ス
は
県
・
市
が
赤

字
補
て
ん
し
、
朝
夕
便
が
維
持
さ
れ
た
。
だ

が
、
妙
円
寺
か
ら
昼
間
便
の
再
開
要
望
が
あ

り
、
３
月
に
増
便
し
た
。
市
は
バ
ス
路
線
等
検

討
委
員
会
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
、
運
行
形
態

の
す
み
分
け
を
図
り
た
い　

【
市
長
】

　

各
地
域
で
運
行
や
利
用
の
形
が
異
な
る
。
利

便
性
向
上
の
た
め
、
委
員
会
で
は
地
域
代
表
や

陸
運
支
局
な
ど
を
交
え
、
市
内
全
域
の
路
線
・

ダ
イ
ヤ
を
検
討
す
る
。
鹿
児
島
市
へ
の
路
線
は

Ｊ
Ｒ
や
既
存
バ
ス
業
者
に
、
市
内
路
線
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
山
間
部
は
乗
合
タ
ク
シ
ー

で
補
完
し
、
す
み
分
け
を
図
り
た
い
。

つ
つ
じ
ヶ
丘
団
地
の
住
環
境
の
整
備

を
ど
う
考
え
る
か

　

つ
つ
じ
ヶ
丘
は
５
８
１
世
帯
、
１
６
４
０
人

が
居
住
す
る
。
長
年
の
懸
案
で
あ
る
下
水
道
問

題
、
人
口
や
車
の
増
加
に
対
応
で
き
な
い
出
入

口
道
路
、
災
害
時
避
難
所
の
地
区
公
民
館
は
４

㎞
以
上
離
れ
て
お
り
、
自
治
公
民
館
も
急
傾
斜

地
危
険
箇
所
に
あ
る
な
ど
、
整
備
が
求
め
ら
れ

る
。
安
心
・
安
全
な
住
環
境
に
す
る
た
め
、
ど

う
し
て
い
く
の
か
。

整
備
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
る
の
で
、

年
次
的
に
整
備
を
し
て
い
き
た
い【
市
長
】

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
ト
は
老
朽
化
し
、
長

く
利
用
で
き
な
い
。
全
体
で
下
水
道
推
進
を
要

望
し
て
頂
き
た
い
。
県
下
水
道
基
本
構
想
を
策

定
中
で
、
都
市
計
画
区
域
変
更
に
着
手
す
る
。

県
と
協
議
し
補
助
事
業
の
確
約
を
取
り
た
い
。

出
入
口
は
中
川
・
土
橋
方
面
と
も
に
狭
く
、
局

部
改
良
な
ど
、
年
次
的
に
整
備
し
た
い
。
公
民

館
も
大
き
な
課
題
で
、
自
治
会
と
協
議
す
る
。

行
政
組
織
機
構
の
見
直
し
の
具
体
化

を
急
ぐ
べ
き
で
は

　

行
政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
「
行
政
組
織

機
構
の
見
直
し
」
は
、
グ
ル
ー
プ
制
の
導
入
、

市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
柔
軟
性
あ
る
組
織
改

編
を
図
る
べ
き
保
育
園
・
幼
稚
園
の
窓
口
が
分

か
れ
て
い
る
が
、「
こ
ど
も
課
」
で
一
本
化
す
べ

き
で
は
。
ま
た
、
生
涯
学
習
部
門
は
教
育
委
員

会
か
ら
市
長
部
局
に
移
管
し
、
窓
口
業
務
や
地

域
振
興
と
同
じ
所
管
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

課
の
統
廃
合
・
事
務
分
掌
の
見
直
し
か

ら
急
ぎ
た
い　
　
　
　
　
　

【
市
長
】

　

本
庁
・
支
所
の
事
務
分
掌
の
精
査
、
職
員
数

の
推
移
を
見
て
、
年
次
的
に
見
直
し
を
図
る
。

近
隣
自
治
体
で
は
グ
ル
ー
プ
制
を
導
入
し
て
い

る
が
、
責
任
の
所
在
が
は
っ
き
り
し
な
い
問
題

も
あ
る
。
本
市
で
は
課
の
統
廃
合
や
事
務
分
掌

の
見
直
し
が
先
で
、
市
民
に
分
か
り
や
す
い
、

地
域
を
重
視
し
た
組
織
改
編
を
図
り
た
い
。

質問
１

答弁
１

質問
２

答弁
２

答弁
３

質問
３

質問
１

答弁
１

質問
２

答弁
２

答弁
３

質問
３
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格
差
の
無
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
せ

　

定
住
促
進
と
基
幹
産
業
の
農
林
水
産
業
振
興

の
た
め
、
時
代
の
変
化
や
動
向
を
見
極
め
、
格

差
の
無
い
街
づ
く
り
や
社
会
資
本
整
備
、
均
衡

あ
る
日
置
市
を
目
指
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

予
算
配
分
に
考
慮
し
、
魅
力
あ
る
地

域
づ
く
り
を
進
め
る　
　
　

【
市
長
】

　

中
心
部
は
都
市
計
画
の
中
で
、
区
画
整
理
事

業
等
に
よ
っ
て
一
定
の
評
価
は
頂
い
て
い
る

が
、
周
辺
部
の
評
価
は
低
い
状
況
で
あ
る
。

社
会
環
境
整
備
を
し
て
、
新
型
交
付

税
の
財
源
確
保
を
す
べ
き
で
は

　

本
市
の
２
０
０
町
歩
超
の
荒
廃
農
地
の
管
理

と
愛
護
作
業
は
、
過
疎
高
齢
化
の
進
む
農
村
住

民
へ
の
負
担
は
大
き
い
。
社
会
環
境
整
備
費
に

地
域
条
件
差
の
適
正
な
反
映
を
勘
案
し
、
自
治

会
交
付
金
制
度
を
見
直
す
事
で
、
新
型
交
付
税

の
財
源
確
保
に
も
繋
が
る
と
考
え
る
が
。

現
行
の
自
治
会
交
付
金
も
併
せ
て
検

討
し
た
い　
　
　
　
　
　
　

【
市
長
】

　

新
型
交
付
税
は
人
口
・
面
積
を
基
本
に
積
算

さ
れ
る
。
宅
地
を
１
と
し
た
時
、
田
畑
０
・
９
、

森
林
０
・　

、
そ
の
他
０
・　

で
あ
る
。
今
後
、

２５

１８

遊
休
農
地
の
解
消
・
活
用
策
、
地
域
の
活
性
化

も
含
め
関
係
課
、
団
体
と
十
分
検
討
し
、
現
行

の
自
治
会
交
付
金
の
あ
り
方
も
併
せ
て
検
討
し

た
い
。

発
展
と
財
源
確
保
の
た
め
に
地
元
活

用
を
図
る
べ
き
だ
が

　

地
産
地
消
、
地
域
経
済
の
持
続
的
発
展
と
財

源
確
保
の
た
め
徹
底
し
た
地
元
活
用
を
図
る
べ

き
だ
が
。地

元
活
用
と
雇
用
を
循
環
さ
せ
、
経

済
波
及
を
考
え
る　
　
　
　

【
市
長
】

　

基
本
的
に
は
、
地
元
活
用
と
雇
用
を
循
環
さ

せ
て
、
経
済
波
及
を
考
え
る
が
、
そ
の
中
で
行

政
コ
ス
ト
も
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
組
織
の
た
め
に
専

門
性
を
活
か
し
た
配
置
は
で
き
な
い
か

　

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
組
織
と
は
、
職
員
採

用
の
段
階
で
時
代
の
流
れ
や
変
化
を
的
確
に
と

ら
え
、
智
恵
と
工
夫
を
出
す
た
め
に
適
材
適
所

に
配
置
す
る
こ
と
で
、
専
門
的
能
力
が
最
大
限

に
発
揮
で
き
る
の
で
は
。
特
に
耐
震
偽
装
等
の

事
件
を
考
え
る
と
、
更
に
専
門
職
の
配
置
や
異

動
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

専
門
的
知
識
を
深
め
る
た
め
配
置
を

検
討
す
る　
　
　
　
　
　
　

【
市
長
】

　

行
政
職
は
多
面
的
知
識
も
必
要
で
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
に
も
対
応
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
変
化

す
る
社
会
情
勢
の
中
で
特
に
技
術
職
は
、
行
政

に
求
め
ら
れ
る
専
門
的
知
識
を
深
め
る
必
要
性

か
ら
支
所
を
含
め
適
宜
に
戻
す
配
置
を
検
討
す

る
。

大
園　

貴
文議員

ど
う
さ
れ
る
か
入
札
制
度

　

市
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
解
決
の
た
め
、「
受

注
希
望
型
指
名
競
争
入
札
制
度
」
を
試
行
す
る

中
、
国
は
「
一
般
競
争
入
札
制
度
」
の
実
施
の

考
え
だ
。　

①　

年
度
の
伊
集
院
地
域
の
落
札

０５

価
格
が
特
別
低
い
が
、
工
事
完
成
に
問
題
は
な

か
っ
た
か
。　

②
工
事
を
受
注
す
る
た
め
不
当

な
手
段
（
技
術
者
等
の
名
義
貸
し
や
下
請
け
に

丸
投
げ
等
）
が
な
か
っ
た
か
。
チ
ェ
ッ
ク
が
な

さ
れ
た
か
。　

③
ダ
ン
ピ
ン
グ
防
止
面
で
、
最

低
制
限
価
格
の
設
定
が
必
要
と
思
う
が
。　

④

価
格
面
だ
け
で
な
く
技
術
力
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
等
、
例
え
ば
消
防
団
員
数
に
よ
る
ポ
イ
ン

ト
評
価
な
ど
「
総
合
評
価
方
式
」
の
考
え
は
な

い
か
。

今
後
、
電
子
入
札
制
度
も
考
え
る

【
市
長
】

　

①
業
種
間
で
差
が
あ
り
、
結
果
と
し
て
平
均

が
下
が
っ
た
が
、
特
別
問
題
は
な
か
っ
た
。　

②
主
管
課
で
行
っ
て
い
た
。
今
後
は
財
政
管
財

課
で
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
。　

③
設
け
る
方
向
で

考
え
て
い
る
。　

④
今
後
、
そ
の
方
向
で
進
め

る
。

江
口
浜
荘
の
温
泉
の
充
実
を
早
く
図

る
べ
き
で
は

　

昨
年
９
月
よ
り
指
定
管
理
者
と
し
て
業
務
を

引
継
が
れ
て
い
る
が
、
年
中
無
休
、
町
時
代
に

湯
量
不
足
解
消
の
た
め
、
湯
之
元
球
場
下
に
新

し
い
温
泉
源
を
確
保
し
た
。
だ
が
、
未
だ
に
利

用
さ
れ
て
い
な
い
。
温
度
不
足
の
た
め
、
年
間

約
３
０
０
万
円
の
重
油
が
追
い
炊
き
に
必
要
と

聞
く
。
新
し
い
泉
源
を
利
用
し
た
ら
重
油
代
が

ほ
と
ん
ど
い
ら
な
い
と
思
う
。
早
急
な
対
応
が

必
要
と
思
う
が
。

１
年
後
を
め
ど
に
業
者
と
協
議
検
討

【
市
長
】

　

配
管
等
の
設
備
投
資
が
必
要
。
今
後
、
年
間
の

収
支
を
見
な
が
ら
、
業
者
と
協
議
検
討
す
る
。

市
民
相
互
の
利
活
用
を
図
る
べ
き
で
は

　

合
併
前
旧
町
が
そ
れ
ぞ
れ
国
・
県
・
町
の
税

金
で
整
備
し
た　

①
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー　

②
物
産
館
や
直
売
所　

③
農
業
用
施
設
・
機
械

な
ど
、
合
併
し
た
今
、
市
民
共
有
の
財
産
と
し

て
、
市
民
誰
も
が
利
活
用
で
き
な
い
か
。

お
互
い
の
協
議
で
可
能
に

【
市
長
】

　

①
稼
動
が
少
な
い
施
設
で
は
、
市
民
誰
も
が

使
用
可
能
。　

②
ス
ペ
ー
ス
確
保
が
可
能
な
ら
、

そ
こ
に
無
い
物
に
限
り
相
互
乗
り
入
れ
は
協
議

の
上
可
能
。　

③
防
除
用
無
人
ヘ
リ
・
水
稲
乾
燥

施
設
・
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
、
事
業
主
体
が
違
う

中
、
行
政
も
単
独
で
補
助
を
行
っ
て
き
た
。
今

後
、
お
互
い
の
協
議
で
相
互
乗
り
入
れ
を
可
能

に
し
た
い
。

質問
１

答弁
１

質問
１

答弁
１

質問
２

答弁
２
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３
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３
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２
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３
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４

答弁
４
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重
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夫議員
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税
の
滞
納
は
増
加
し
て
お
り
、
徴
収

体
制
の
強
化
を
図
る
べ
き
で
は

　

行
革
の
中
で
税
収
確
保
は
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
本
市
の
市
税
・
国
保
税
の
累
積
滞
納
額
は

平
成　

年　

月
現
在
で
約
６
億
５
千
万
円
で
あ

１８

１２

り
、
今
後
国
か
ら
の
税
源
移
譲
や
国
保
税
の
負

担
増
を
考
慮
す
れ
ば
更
に
拡
大
す
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
る
。
国
保
税
徴
収
率
が　

％
を
切
れ
ば

９２

国
か
ら
の
調
整
交
付
金
も
カ
ッ
ト
さ
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
努
力
し
た
が
駄
目
だ
っ
た
で
済
む

問
題
で
は
な
い
。
そ
こ
で
納
期
前
に
各
戸
に
納

税
通
知
書
を
出
す
こ
と
や
新
た
に
給
与
を
成
果

主
義
に
し
た
徴
収
専
門
班
を
設
置
す
る
の
も
一

つ
の
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
が
。

夜
間
徴
収
で
昨
年
度
よ
り
徴
収
実
績

は
上
が
っ
て
い
る
。　
　
　
　
【
市
長
】

　

納
期
前
の
納
税
通
知
書
を
出
す
こ
と
は
実
態

を
把
握
し
進
め
て
い
き
た
い
。
給
与
の
成
果
主

義
に
つ
い
て
は
検
討
の
一
つ
に
値
す
る
。
滞
納

組
織
班
づ
く
り
に
つ
い
て
は
県
も
一
緒
に
や
っ

て
行
き
た
い
意
向
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
い
ろ

ん
な
手
法
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

地
区
公
民
館
で
の
各
種
証
明
書
の
発

行
業
務
に
つ
い
て

　
　

年
度
か
ら
地
区
公
民
館
で
各
種
証
明
書
発

１９
行
サ
ー
ビ
ス
が
実
施
さ
れ
る
計
画
で
あ
る
。
し

か
し
、
私
が
調
査
し
た
結
果
、
支
所
窓
口
で
な

け
れ
ば
対
応
で
き
な
い
も
の
が
多
い
。
ま
た
、

サ
ー
ビ
ス
も
週
２
回
の
午
前
中
だ
け
で
あ
る
。

何
千
万
も
の
財
政
投
資
を
し
て
事
業
を
導
入
す

る
必
要
性
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

地
区
公
民
館
は
今
後
、
情
報
の
拠
点
と
し

て
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
【
市
長
】

　

証
明
書
の
発
行
だ
け
で
は
さ
ほ
ど
メ
リ
ッ
ト

は
な
い
。
今
後
は
、
情
報
の
拠
点
と
し
て
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
全
般
を
担
っ
て
い
け
る
地
区
公

民
館
を
目
指
し
て
い
く
。
そ
の
一
つ
が
証
明
書

の
発
行
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
財
源
投
資
で
あ

る
。

事
業
導
入
に
つ
い
て
は
ま
だ
多
く
の
課
題

が
あ
る
。
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　

地
域
が
抱
え
る
一
番
の
課
題
は
、
若
い
世
代

の
定
住
策
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
中
で
地
域

ニ
ー
ズ
に
合
わ
な
い
多
額
の
財
政
支
出
は
住
民

と
の
協
働
体
制
づ
く
り
に
も
影
響
が
出
て
く

る
。

事
業
を
や
っ
て
見
な
け
れ
ば
、
見
直
す
か

ど
う
か
状
況
判
断
は
つ
か
な
い
【
市
長
】

　

ま
ず
は
一
年
間
や
っ
て
見
な
け
れ
ば
、
ど
う

言
っ
た
状
況
で
あ
る
の
か
、
問
題
や
課
題
も
見

え
て
こ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
今
の
段
階
で
判

断
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

質問
１

答弁
１

質問
２

答弁
２

答弁
３

質問
３

各種証明書発行サービスが実施される
扇尾地区公民館

漆
島　

政
人議員

４
地
域
の
振
興
計
画
ど
お
り
に
進
ん

で
い
る
と
思
う
か

　
　

年
度
に
向
け
振
興
計
画
も
努
力
し
て
い
る

１９
様
で
あ
る
が
、
ま
だ
難
し
い
問
題
や
新
た
な
課

題
も
あ
る
。
現
在
、
各
地
域
の
振
興
計
画
の
進

ち
ょ
く
状
況
は
ど
う
か
。

あ
る
程
度
進
ん
で
い
る
と
考
え
て
い

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
市
長
】

　

４
地
域
の
振
興
計
画
の
進
ち
ょ
く
状
況
は
、

旧
町
時
代
か
ら
の
継
続
事
業
を
中
心
に
取
り
組

み
、
あ
る
程
度
進
ん
で
い
る
と
考
え
て
い
る
。

新
規
事
業
は
、
道
路
整
備
を
中
心
に
国
の
交
付

金
事
業
を
活
用
し
進
め
て
い
る
が
、
そ
の
他
の

事
業
は
財
政
状
況
を
見
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

自
主
的
に
地
域
住
民
の
作
成
し
た
事

業
計
画
を
活
用
し
て
は
ど
う
か

　

地
域
住
民
が
自
主
的
に
活
動
し
や
す
い
よ
う

に
地
域
の
収
益
を
上
げ
、
若
者
が
定
着
す
る
よ

う
に
、
職
員
や
技
術
指
導
者
を
交
え
て
作
成
し

た
事
業
計
画
書
を
審
査
・
協
議
し
て
良
い
事
業

は
採
用
し
、
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

特
に
必
要
性
の
高
い
も
の
か
ら
順
次

進
め
て
い
く　
　
　
　
　
　
　
【
市
長
】

　

各
小
学
校
区
単
位
の
地
区
公
民
館
組
織
を　
１９

年
度
に
整
備
を
す
る
。
こ
の
組
織
で　

年
度
以

２１

降
の
地
区
振
興
計
画
を
作
成
す
る
計
画
で
あ

る
。
作
成
し
た
計
画
を
地
域
審
議
会
で
検
討

し
、
総
合
計
画
と
の
整
合
性
を
は
か
り
、
地
区

か
ら
の
要
望
で
特
に
必
要
性
の
高
い
も
の
か
ら

順
次
進
め
て
い
く
。

史
跡
を
取
り
入
れ
た
開
発
は
考
え
な

い
か

　

文
化
遺
産
を
活
か
し
な
が
ら
開
発
す
る
こ
と

が
で
き
る
農
林
水
産
省
の
田
園
空
間
博
物
館
構

想
（
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
は
国
の
補
助
率
が

　

％
で　

項
目
の
整
備
事
業
が
で
き
る
。
市
の

５０

２１

史
跡
を
取
り
入
れ
た
田
園
空
間
整
備
事
業
の
開

発
は
考
え
な
い
か
。

振
興
計
画
に
基
づ
き
国
の
補
助
を
取

り
入
れ
な
が
ら
進
め
た
い　
　
【
市
長
】

　

農
林
水
産
省
の
田
園
空
間
整
備
事
業
は
全
体

的
に
整
備
で
き
る
事
業
だ
と
思
う
。
各
地
域
振

興
計
画
に
基
づ
き
、
国
の
補
助
を
取
り
入
れ
な

が
ら
地
域
の
整
備
や
環
境
を
作
っ
て
い
く
。

特
産
物
生
産
拡
大
を
し
て
い
く
た
め
、

ほ
場
整
備
地
の
確
保
は
で
き
る
か

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
・
苺
・
子
牛
生
産
・
肥
育
・

黒
豚
な
ど
は
収
益
性
が
高
く
若
者
が
活
躍
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
生
産
を
拡
大
し
て
い
く
た

め
、
ほ
場
整
備
地
は
確
保
で
き
る
か
。

行
政
と
し
て
相
談
に
の
っ
て
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
市
長
】

　

農
業
委
員
会
や
吹
上
地
域
の
農
業
公
社
で
、

若
者
が
や
る
気
が
あ
れ
ば
土
地
の
斡
旋
な
ど
行

政
と
し
て
も
十
分
相
談
に
の
っ
て
い
く
。

田
代　

吉
勝議員

質問
１

答弁
１

質問
２

答弁
２

答弁
３

質問
３

� �����������������������������������
特産物生産拡大のためにアスパラのハウス

質問
４

答弁
４
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『
市
民
満
足
度
調
査
』の
そ
れ
ぞ
れ
の

結
果
に
ど
う
取
り
組
む
か

　

全
体
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
の
感
想
は
。

『
職
員
の
資
質
・
接
遇
の
改
善
』
を
望
む
声
が

最
多
で
あ
る
が
ど
う
改
善
す
る
か
。
防
犯
灯
の

設
置
希
望
も
多
い
。
雇
用
創
出
の
た
め
の
企
業

誘
致
の
現
状
は
ど
う
か
。
ま
た
急
患
の
医
療
・

搬
送
体
制
は
十
分
か
。

結
果
を
尊
重
し
、
市
民
の
目
線
で
改

善
・
改
革
し
て
い
く　
　
　

【
市
長
】

　

全
体
的
に
６
割
以
上
が
重
要
と
感
じ
、
そ
の

満
足
度
は
約
４
割
で
あ
る
。
質
問
材
料
が
不
足

し
た
調
査
事
項
も
あ
っ
た
。『
職
員
の
接
遇
』に

対
し
て
の
結
果
は
残
念
で
あ
る
。
改
善
策
と
し

て
『
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
研
修
』
と
『
優
し
い
窓
口

日
置
』
の
提
唱
な
ど
努
力
す
る
。
防
犯
灯
の
設

置
は
基
準
を
統
一
し
、
危
険
箇
所
を
優
先
し
て

い
く
。
新
規
の
企
業
誘
致
は
な
い
が
３
つ
の
市

内
企
業
が
増
設
、
雇
用
の
創
出
が
見
込
ま
れ

る
。
自
動
車
関
連
産
業
の
誘
致
に
も
努
力
し
て

い
る
。『
安
心
な
暮
ら
し
』の
最
大
の
願
い
は
救

急
医
療
体
制
の
充
実
で
あ
る
。
本
市
及
び
鹿
児

島
市
内
の
医
療
機
関
と
も
連
携
を
と
り
対
応
し

て
い
る
。
搬
送
体
制
は
３
台
の
救
急
車
で
充
足

し
て
い
る
と
思
う
。

市
内
小
学
校
で
の
『
国
旗
掲
揚
』『
国

歌
斉
唱
』
の
状
況
は
ど
う
か

　

卒
業
式
・
入
学
式
で
の
状
況
は
ど
う
か
。
そ

れ
ら
に
つ
い
て
否
定
的
な
動
き
は
な
い
か
。

『
仰
げ
ば
尊
し
』『
蛍
の
光
』
の
斉
唱
な
ど
伝
統

的
な
式
次
第
と
厳
粛
さ
が
失
わ
れ
て
い
な
い

か
。
東
京
都
で
の
『
君
が
代
』
伴
奏
拒
否
に
つ

い
て
ど
う
思
う
か
。

す
べ
て
の
学
校
で
掲
揚
・
斉
唱
し
て
い

る　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
教
育
長
】

　

卒
業
式
・
入
学
式
は
学
校
行
事
と
し
て
す
べ

て
の
学
校
で
、
ス
テ
ー
ジ
に
国
旗
を
掲
げ
、
国

歌
を
斉
唱
し
て
い
る
。
個
々
に
否
定
的
な
動
き

は
あ
る
が
、
全
体
的
に
は
聞
い
て
い
な
い
。

『
仰
げ
ば
尊
し
』
の
斉
唱
は
小
学
校　

校
、
中

１０

学
校
で
４
校
。『
蛍
の
光
』の
斉
唱
は
な
い
。
従

来
の
別
れ
の
イ
メ
ー
ジ
が
薄
れ
、
旅
立
ち
を
祝

う
歌
な
ど
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
音
楽
教
師

と
し
て
『
君
が
代
』
の
伴
奏
は
職
務
で
あ
り
校

長
と
し
て
当
然
の
職
務
命
令
で
あ
っ
た
と
認
識

し
て
い
る
。

さ
つ
ま
湖
公
園
問
題
に
つ
い
て

　

さ
つ
ま
湖
公
園
は
昭
和　

年
に
鹿
児
島
交
通

３０

が
遊
園
地
と
し
て
開
園
し
た
。
一
体
は
吹
上
浜

県
立
自
然
公
園
の
重
要
な
観
光
資
源
で
あ
る
。

市
は
昨
年
末
に
鹿
児
島
交
通
に
返
還
し
た
が
、

さ
つ
ま
湖
の
利
用
方
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思

う
し
、
自
然
の
中
で
水
と
親
し
み
心
身
共
に
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
場
所
で
あ
る
。
取
得
で
き
れ

ば　

年
・　

年
後
未
来
永
ご
う
に
市
民
の
財
産

１０

２０

で
あ
る
。
早
期
に
市
長
自
ら
協
議
を
継
続
し

て
、
適
正
価
格
で
購
入
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。
ま
た
、
３
億
５
千
万
円
の
売
却
提
示
が

あ
っ
た
が
固
定
資
産
税
評
価
額
は
適
正
か
。

難
し
い
問
題
も
あ
る
が
時
期
を
見
て

交
渉
し
た
い　
　
　
　
　
　

【
市
長
】

　

こ
れ
ま
で
も
交
渉
は
続
け
て
き
た
。
今
年
の

賀
詞
交
換
会
で
社
長
か
ら
観
光
事
業
の
撤
退
の

説
明
も
あ
っ
た
。
価
格
な
ど
難
し
い
問
題
は
あ

る
が
時
期
を
み
て
交
渉
し
た
い
。
ま
た
、
固
定

資
産
評
価
額
は
近
隣
の
地
価
な
ど
考
慮
し
た
価

格
で
あ
る
。

財
政
再
建
に
対
す
る
職
員
の
意
識
改

革
に
つ
い
て

　

市
の
財
政
状
況
か
ら
考
え
る
と
歳
出
削
減
は

や
む
を
得
な
い
が
、
市
民
の
よ
り
ど
こ
ろ
だ
っ

た
補
助
金
は
平
均
５
％
カ
ッ
ト
さ
れ
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
は
低
下
し
負
担
は
増
え
る
一
方
で
あ

る
。
財
政
再
建
は
市
民
に
求
め
る
前
に
ま
ず
市

職
員
が
本
気
で
必
死
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。
市
職
員
の
財
政
再
建
・
経
費
削
減
に
対
す

る
意
識
に
大
き
な
差
が
あ
る
。
職
員
提
案
制
度

も
一
定
の
成
果
が
あ
り
評
価
す
る
が
、
ま
だ
不

十
分
だ
。
例
え
ば
、
郵
送
に
つ
い
て
も
Ｆ
Ａ
Ｘ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
と
か
、
市
の

行
事
や
小
・
中
学
校
の
入
学
式
・
卒
業
式
な
ど

の
お
礼
状
も
儀
礼
的
な
も
の
以
外
は
当
日
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
織
り
込
む
な
ど
工
夫
す
れ
ば
、

ま
だ
ま
だ
経
費
の
削
減
が
可
能
だ
。
要
は
、
職

員
が
そ
の
よ
う
な
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
事

だ
。
政
務
調
査
に
行
っ
た
自
治
体
で
は
複
数
の

と
こ
ろ
で
市
民
が
小
学
校
区
単
位
で
グ
ル
ー
プ

を
作
り
良
い
意
味
で
の
競
争
を
し
て
い
た
。
市

長
は
『
や
る
気
の
あ
る
雰
囲
気
づ
く
り
は
私
の

役
目
だ
』
と
答
弁
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
意
識

を
高
め
る
た
め
に
市
職
員
間
で
グ
ル
ー
プ
分
け

し
、
部
・
支
所
・
学
校
単
位
で
成
果
の
上
が
っ

た
部
署
に
報
奨
制
度
な
ど
を
取
り
入
れ
る
な

ど
、
高
い
意
識
を
持
た
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う

か
。

今
後
も
指
導
し
て
い
き
た
い

【
市
長
】

　

今
で
も
各
課
な
ど
テ
ー
マ
を
持
ち
改
善
研
修

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
効
果
の
あ
っ
た
も
の
も

あ
る
が
、
細
や
か
な
配
慮
の
中
で
今
後
も
指
導

し
て
い
き
た
い
。

中
島　
　

昭議員

質問
１

答弁
１

質問
１

� �����������������������������������

さまざまな利用方法が期待できる
さつま湖

入学式（伊集院北小）

質問
２

答弁
２

答弁
１

質問
２

答弁
２

池
満　
　

渉議員
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議
会
の
動
き

２
月
１
日　
　

環
境
福
祉
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
（
南
さ
つ
ま
市
）

　
　

２
日　
　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
（
市
内
）

　
　

６
日　
　

総
務
企
画
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
（
市
内
）

　
　
　

日　
　

行
政
視
察
来
庁
（
福
岡
県
若
宮
市
議
会
）

１５

　
　
　

日　
　

議
会
運
営
委
員
会

２２

　
　

〃　
　
　

全
員
協
議
会

　
　

〃　
　
　

行
政
視
察
来
庁
（
長
野
県
千
曲
市
議
会
）

　
　

〃　
　
　

第　

回
行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会

１２

　
　
　

日　
　

全
員
協
議
会

２８

　
　

〃　
　
　

第
２
回
定
例
会
（
第
１
本
会
議
）

３
月
２
日　
　

総
務
企
画
・
環
境
福
祉
・
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　

〃　
　
　

第
１
回
広
報
編
集
委
員
会

　
　

５
日　
　

総
務
企
画
・
教
育
文
化
常
任
委
員
会

　
　

８
日　
　

第
２
回
定
例
会
（
第
２
本
会
議
）

　
　

９
日　
　

第
２
回
定
例
会
（
第
３
本
会
議
・
一
般
質
問
）

　
　
　

日　
　

第
２
回
定
例
会
（
第
４
本
会
議
・
一
般
質
問
）

１２

　
　
　

日　
　

第
２
回
定
例
会
（
第
５
本
会
議
・
一
般
質
問
）

１４

　
　

〃　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　

日　
　

総
務
企
画
・
環
境
福
祉
・
教
育
文
化
常
任
委
員
会

１５

　
　
　

日　
　

総
務
企
画
・
環
境
福
祉
・
産
業
建
設
常
任
委
員
会

１６

　
　
　

日　
　

総
務
企
画
・
環
境
福
祉
・
産
業
建
設
常
任
委
員
会

１９

　
　
　

日　
　

総
務
企
画
・
環
境
福
祉
・
産
業
建
設
・
教
育
文
化
・
議
会
運
営
委
員
会

２０

　
　
　

日　
　

議
会
運
営
委
員
会

２６

　
　
　

日　
　

全
員
協
議
会

２８

　
　

〃　
　
　

第
２
回
定
例
会
（
第
６
本
会
議
・
最
終
日
）

　
　
　

日　
　

第　

回
行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会

２９

１３

４
月
５
日　
　

第
２
回
広
報
編
集
委
員
会

　
　
　

日　
　

第　

回
行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会

１１

１４

　
　
　

日　
　

第
３
回
広
報
編
集
委
員
会

１９

　
　
　

日　
　

全
員
協
議
会
・
議
会
運
営
委
員
会

２０

　
　

〃　
　
　

第　

回
行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会

１５

　
　
　

日　
　

臨
時
議
会

２７

市
民
と
協
働
の
分
権
型
自
治
組
織
づ
く

り
や
基
本
条
例
制
定
へ
の
取
り
組
み
は

　

少
子
高
齢
化
に
対
応
し
、
福
祉
・
環
境
・
教

育
問
題
等
、
校
区
単
位
で
の
住
民
が
主
役
と

な
っ
た
街
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
住
民
と
共
生
協
働
の
分
権
型
住
民
自

治
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
、
条
例
で
市
民
の
意
見
が

施
策
に
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
な
ど
を
規
定
す
る

自
治
基
本
条
例
制
定
へ
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

地
区
公
民
館
の
組
織
作
り
を
均
衡
に
行
い

分
権
型
自
治
組
織
へ
移
行
す
る
【
市
長
】

　

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
す
る
中
、
地
域

活
性
化
や
課
題
解
決
の
た
め
に
は
市
民
の
自
助

努
力
や
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
作
り
が
必
要
で
あ
る
。　

年
度
は　

地
区

１９

２６

公
民
館
組
織
確
立
に
取
り
組
み
、
そ
の
後
は
分

権
型
住
民
自
治
協
議
会
へ
移
行
し
て
い
く
。

　

自
治
の
役
割
分
担
・
責
務
等
を
明
文
化
す
る

自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
各
分
野

に
お
い
て
勉
強
し
検
討
す
る
。

少
子
化
社
会
や
農
業
振
興
対
応
へ
の
市

役
所
窓
口
の
一
元
化
は
ど
う
考
え
る
か

　

福
祉
・
保
健
・
教
育
な
ど
、
子
供
に
関
す
る

一
貫
し
た
施
策
を
展
開
す
る
子
供
政
策
課
の
創

設
を
ど
う
考
え
る
か
。
地
域
農
業
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
機
能
を
面
で
支
え
、
市
と
連
携
す
る
農

協
、
農
業
委
員
会
と
ワ
ン
フ
ロ
ア
ー
で
行
う
戦

略
推
進
室
の
設
置
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

課
の
統
廃
合
、
事
業
の
見
直
し
で
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
支
援
窓
口
を
検
討
【
市
長
】

　

行
政
改
革
の
中
で
子
育
て
に
関
す
る
事
業
の

再
編
、
課
の
統
廃
合
や
日
置
市
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
立
ち
上
げ
見
極
め
て
い
き
た
い
。
農
協
・

農
業
委
員
会
・
技
連
会
な
ど
と
連
携
し
、
担
い
手

へ
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
窓
口
の
強
化
を
図
る
。

各
課
連
携
し
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

ア
ド
バ
イ
サ
ー
配
置
し
た
い
【
教
育
長
】

教
育
再
生
会
議
の
提
言
を
ど
う
考
え

る
か

　

教
育
委
員
会
の
透
明
化
・
機
能
発
揮
の
具
体

策
と
し
て
、
定
例
委
員
会
の
各
地
域
で
の
開

催
、「
親
学
」、「
家
庭
の
日
」
の
充
実
や
、
日
置

市
の
伝
承
的
作
物
や
紙
す
き
・
日
置
瓦
等
、
体

験
型
農
業
特
区
制
度
の
活
用
を
ど
う
考
え
る
か
。

教
育
委
員
会
の
機
能
の
充
実
、
迅
速

な
対
応
に
努
め
る　
　
　

【
教
育
長
】

　

定
例
会
を
各
地
域
で
開
催
し
、
関
係
機
関
と

の
話
し
合
い
を
一
層
深
め
た
い
。
風
格
あ
る
教

育
の
中
の
礼
節
を
重
ん
じ
る
教
育
の
推
進
を
充

実
さ
せ
、
一
家
庭
一
家
訓
運
動
も
更
に
進
め
て

い
く
。
特
区
制
度
は
、
日
置
市
と
し
て
の
特
徴

を
実
態
把
握
し
検
討
し
た
い
。

質問
１

答弁
１

質問
２

答弁
２

答弁
３

質問
３

少子化対策が急がれる

長
野
瑳
や
子議員
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造
が
特
殊
で
あ
り
、
有
効
活
用
が
見
出
せ
な

い
。

●
施
設
の
維
持
管
理
状
況
…
日
吉
支
所
は
建
築

後　

年
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た

４５
め
雨
漏
り
す
る
箇
所
が
あ
る
。

【
ま
と
め
】
３
支
所
と
も
支
所
長
を
中
心
に
、

市
民
に
身
近
な
支
所
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

努
め
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
た
。
今

後
、
支
所
機
能
の
方
向
性
を
早
く
明
ら
か
に

し
、
分
庁
方
式
の
可
能
性
も
探
る
べ
き
で
あ
る
。

《
環
境
福
祉
常
任
委
員
会
》

【
調
査
事
項
】
公
立
病
院
（
国
民
健
康
保
険
診

療
施
設
）
の
管
理
運
営
の
現
状
と
今
後
の
運
営

方
針
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

【
調
査
場
所
】
南
さ
つ
ま
市
立
坊
津
病
院

【
調
査
結
果
】

●
経
営
面
…
過
疎
化
で
患
者
数
が
減
少
。
診
療

報
酬
引
き
下
げ
で
減
収
だ
が
、
コ
ス
ト
削
減
が

困
難
。
ま
た
、　

年
度
の
病
院
建
設
で
起
債
償

１７

還
が
始
ま
り
、
経
営
は
危
機
的
状
況
で
あ
る
。

●
看
護
師
確
保
…
准
看
護
師
の
資
格
取
得
な
ど

養
成
を
し
て
い
る
。
調
理
や
事
務
は
嘱
託
だ

が
、　

年
度
は
民
間
委
託
を
検
討
し
て
い
る
。

１９

●
今
後
の
運
営
方
針
…
独
立
採
算
の
原
則
に
基

づ
き
、
健
全
運
営
に
努
め
、
計
画
的
で
透
明
性

の
高
い
経
営
に
取
り
組
む
。
民
営
化
を
含
め
総

合
的
に
検
討
す
る
。
予
防
医
療
や
医
学
療
法
へ

の
取
り
組
み
も
検
討
さ
れ
て
い
た
。

【
ま
と
め
】
◆
日
置
市
民
病
院
も
経
営
・
施
設
・

医
師
・
看
護
師
な
ど
調
整
し
、
現
状
に
合
っ
た

施
設
に
す
べ
き
。
◆　

年
度
よ
り
収
益
が
落
ち

１７

て
い
る
。
看
護
師
は
嘱
託
を
導
入
し
、
収
支
に

合
っ
た
自
主
運
営
を
模
索
す
べ
き
。
◆
日
置
市

民
病
院
は　

時
間
体
制
で
初
期
救
急
医
療
機
関

２４

と
し
て
貢
献
し
て
い
る
が
、
今
後
は
地
域
医
療

の
拠
点
と
し
て
新
病
院
建
設
を
望
む
。

《
産
業
建
設
常
任
委
員
会
》

【
調
査
事
項
】
公
共
工
事
の
進
ち
ょ
く
状
況
と

公
共
施
設
の
安
全
管
理
の
状
況
に
つ
い
て
。

【
調
査
場
所
お
よ
び
結
果
】

●
妙
円
寺
中
央
公
園
（
伊
集
院
）

　

管
理
は
良
好
だ
が
、
自
然
林
の
繁
み
が
多

く
、
垂
れ
下
が
っ
た
樹
木
が
あ
り
、
下
枝
の
整

理
な
ど
を
行
い
、
明
る
さ
も
必
要
で
あ
る
。

●
長
里
市
来
線　

橋
台
築
造
工
事
（
東
市
来
）

●
湯
之
元
第
１
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
（
東

市
来
）

　

進
ち
ょ
く
状
況
は
、　

年
度
で
面
積
の　

％

１８

１０

程
で
あ
る
。
換
地
交
渉
を
し
っ
か
り
行
い
、
事

業
が
遅
れ
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

●
県
営
治
山
事
業　

麓
上
地
区
（
東
市
来
）

●
県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業　

大
田
地

区
（
伊
集
院
）

●
県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
（
日
吉
）

●
庄
の
中
線
（
日
吉
）

●
吹
上
漁
港
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
（
吹
上
）

●
活
動
火
山
周
辺
地
域
防
災
営
農
対
策
事
業　

花
田
農
園
生
産
組
合
（
吹
上
）

●
赤
仁
田
日
添
線
（
吹
上
）

●
下
谷
口
恋
之
原
線
・
市
来
四
郎
園
線
（
伊
集

院
）

●
新
宮
団
地
１
号
棟
新
築
工
事
（
伊
集
院
）

《
教
育
文
化
常
任
委
員
会
》

【
調
査
目
的
】
薩
摩
川
内
市
の
小
中
一
貫
教
育

特
区
と
、
体
育
施
設
の
指
定
管
理
者
制
度
の
現

状
に
つ
い
て
。

【
調
査
場
所
】
薩
摩
川
内
市
教
育
委
員
会
、
樋

脇
総
合
体
育
施
設
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー 

《
総
務
企
画
常
任
委
員
会
》

【
調
査
事
項
】
支
所
機
能
、
分
庁
の
可
能
性
、

空
き
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
、
施
設
の
維
持
管

理
状
況
に
つ
い
て
、
各
支
所
の
視
察
を
行
っ
た
。

【
調
査
結
果
】

●
支
所
窓
口
サ
ー
ビ
ス
…
市
民
の
苦
情
・
要
望

等
、
特
に
大
き
な
問
題
は
生
じ
て
い
な
い
。

●
支
所
長
の
権
限
…
決
裁
規
程
等
に
定
め
ら
れ

て
い
る
。
本
庁
と
連
携
を
取
り
進
め
て
い
る
。

本
庁
へ
の
要
望
・
意
見
は
庁
議
を
通
し
て
行
う
。

●
空
き
ス
ペ
ー
ス
活
用
…
会
議
室
・
資
料
室
・

書
類
の
一
時
保
管
所
と
し
て
利
用
。
議
場
は
構

【
調
査
結
果
】

●
小
中
一
貫
教
育
特
区
…
目
的
は
、
①
中
学
入

学
後
の
学
力
落
ち
込
み
や
不
登
校
の
解
消
、
②

情
報
交
換
や
共
同
生
活
、
③
中
学
入
学
後
の
友

人
間
ト
ラ
ブ
ル
解
消
な
ど
で
あ
る
。

　

特
色
は
①
英
語
教
育
の
充
実
、
②
独
自
の
学

科
創
設
（
水
引
校
区
の
表
現
科
、
里
校
区
の
生

き
方
科
、
祁
答
院
校
区
の
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
科
）
で
あ
る
。
た
だ
し
、
新
設
学
科
や

英
語
教
育
を
重
視
す
る
あ
ま
り
、
国
語
の
時
間

数
が
減
っ
て
い
る
点
は
再
考
が
求
め
ら
れ
る
。

【
ま
と
め
】
現
在
、
本
市
で
は
土
橋
校
区
・
上

市
来
校
区
で
学
校
行
事
な
ど
の
小
中
連
携
が
さ

れ
て
い
る
。「
行
政
・
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
」

が
一
体
と
な
り
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

●
指
定
管
理
者
制
度
…
薩
摩
川
内
市
で
は
現

在
、
３
８
６
施
設
に
導
入
し
、
県
内
の
先
進
自

治
体
で
あ
る
。
調
査
し
た
樋
脇
総
合
体
育
施
設

は
、
川
北
電
工
㈱
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
川
内
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ　

が
指
定
管
理
者
と
な
っ
て
い
る
。

０１

土
日
・
夜
間
開
館
時
の
市
職
員
の
時
間
外
勤
務

解
消
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
充
実
が
利
点
で
あ
る
。

　

樋
脇
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
は
全
国
警
備
保

障
㈱
が
指
定
管
理
者
で
あ
る
。
温
泉
プ
ー
ル
で

な
く
通
年
利
用
が
で
き
ず
、
収
入
も
少
な
い
こ

と
か
ら
、
管
理
運
営
は
厳
し
い
と
の
こ
と
。

【
ま
と
め
】
薩
摩
川
内
市
の
指
定
管
理
者
制
度

は
、
募
集
要
項
・
仕
様
書
・
収
支
計
画
な
ど
契

約
内
容
が
緻
密
で
あ
っ
た
。
本
市
で
も
、
指
定

管
理
者
制
度
の
運
用
の
再
検
討
、
施
設
の
追
加

を
検
討
す
べ
き
。
特
に
教
育
関
係
で
は
、
体
育

館
・
陸
上
競
技
場
・
プ
ー
ル
な
ど
挙
げ
ら
れ
る
。

　

東
市
来
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
は
温
泉
プ
ー

ル
で
通
年
の
利
用
・
収
入
が
見
込
め
る
の
で
、

指
定
管
理
者
を
早
急
に
導
入
す
る
必
要
が
あ
る
。
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若
葉
の
美
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
早
い

も
の
で
日
置
市
発
足
３
年
目
を
迎
え
ま
す
。　
19

年
度
予
算
も
３
月
定
例
議
会
で
活
発
な
討
論
の

末
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
よ
り
、
三
位

一
体
改
革
の
一
つ
で
あ
る
、
国
か
ら
地
方
へ
の

税
源
移
譲
に
よ
り
、
益
々
厳
し
い
財
政
状
況
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
安
全
・
安
心
な
生
活
を
誰
も

が
で
き
、
子
供
達
の
将
来
も
開
け
る
よ
う
な
日

置
市
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
も
議
会
と
行
政
が
切
磋
琢
磨
し
、
こ

の
現
状
を
乗
り
切
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

初
め
て
の
「
ひ
お
き
市
議
会
だ
よ
り
」
を
発

刊
し
て
か
ら
、
今
回
で
８
号
に
な
り
ま
す
。
議

会
の
動
き
や
市
の
財
政
状
況
を
分
か
り
や
す
く

広
報
す
る
た
め
、
広
報
委
員
８
名
が
一
丸
と
な

り
、
身
近
で
親
し
ま
れ
る
機
関
紙
に
な
る
よ
う

会
合
を
重
ね
ま
し
た
。
私
た
ち
は
今
回
の
議
会

だ
よ
り
が
最
後
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
通
り
、
読

み
や
す
く
、
親
し
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
目

指
し
、
新
し
い
広
報
委
員
も
頑
張
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
調
査
目
的
】
政
務
調
査
と
議
会
運

営
に
関
す
る
調
査

【
調
査
場
所
】
福
岡
市
議
会

【
調
査
結
果
】

●
政
務
調
査
費
に
つ
い
て
…
福
岡
市

議
会
は
、
全
国
議
会
透
明
度
ラ
ン
キ

ン
グ
の
政
務
調
査
費
部
門
で
政
令
指

定
都
市
の
第
４
位
で
あ
る
。
政
務
調

査
費
は
１
人
月
額　

万
円
で
あ
る
。

３５

政
務
調
査
費
の
条
例
・
規
定
・
使
途

基
準
・
要
領
が
細
か
く
整
備
さ
れ
て

お
り
、
閲
覧
規
定
に
よ
っ
て
透
明
度

が
高
め
ら
れ
て
い
る
。

　

本
市
議
会
に
お
い
て
も
、
使
途
基

準
・
要
領
・
閲
覧
規
定
な
ど
参
考
に

し
て
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
見
直
し

を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
福
岡
市
議
会
で
は
、
地
方

分
権
が
進
む
中
、
政
務
調
査
を
通
し

て
積
極
的
な
活
動
・
調
査
研
究
を
行

い
、
議
員
立
案
能
力
を
確
実
に
高
め

な
が
ら
、
議
会
の
機
能
強
化
を
図
っ

て
い
る
。
本
市
議
会
に
お
い
て
も
、

政
務
調
査
の
目
的
に
か
ん
が
み
、
大

い
に
参
考
に
し
た
い
。

　

収
支
報
告
書
へ
の
領
収
書
添
付
に

つ
い
て
、
福
岡
市
議
会
で
は
５
万
円

未
満
は
必
要
と
し
て
い
な
い
。
本
市

議
会
は
全
額
添
付
し
て
い
る
の
で
、

そ
の
点
で
は
本
市
の
ほ
う
が
透
明
度

は
高
い
と
思
わ
れ
た
。

　

調
査
報
告
書
・
視
察
研
修
報
告
書

は
、
本
市
議
会
・
福
岡
市
議
会
と
も

に
提
出
義
務
は
な
い
。
だ
が
、
よ
り

一
層
の
透
明
性
を
高
め
る
た
め
に

も
、
本
市
で
は
報
告
書
提
出
の
義
務

付
け
を
検
討
し
た
い
。

●
議
会
運
営
に
つ
い
て
…
福
岡
市
議

会
で
は
会
派
を
中
心
に
議
会
運
営
が

な
さ
れ
て
い
る
。
議
会
内
の
人
事
案

件
・
各
種
調
整
・
執
行
機
関
か
ら
の

重
要
問
題
の
申
し
入
れ
、
ま
た
政
務

調
査
費
の
会
派
交
付
、
会
派
交
付
金

に
よ
る
職
員
配
置
な
ど
、
会
派
間
で

調
整
を
図
っ
て
い
る
。

　

議
会
運
営
委
員
会
に
は
４
名
以
上

の
会
派
が
交
渉
団
体
と
し
て
認
め
ら

れ
て
い
る
。
議
会
運
営
委
員
会
は
、

文
字
通
り
議
会
運
営
・
議
長
諮
問
に

関
す
る
事
項
の
み
協
議
し
て
い
る
。

　

発
言
通
告
に
つ
い
て
は
、
規
則
に

従
い
通
告
書
を
提
出
し
て
い
る
。
本

市
議
会
で
も
通
告
書
制
を
と
っ
て
い

る
が
、
提
出
さ
れ
て
い
な
い
。
申
し

合
わ
せ
事
項
を
見
直
す
必
要
が
あ

る
。

【
ま
と
め
】

　

今
回
視
察
を
行
っ
た
福
岡
市
議
会

を
は
じ
め
、
全
国
の
多
く
の
市
議
会

で
は
会
派
制
を
と
っ
て
お
り
、
会
派

に
よ
る
代
表
質
問
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
本
市
議
会
で
は
、
ま
だ
会
派
制

を
と
っ
て
い
な
い
が
、
代
表
質
問
の

実
施
な
ど
議
会
の
活
性
化
に
向
け

て
、
会
派
制
に
つ
い
て
の
研
究
を
進

め
て
い
き
た
い
。

テレビ視聴ができる施設
【東市来地域】
中央公民館
農業構造改善センター
総合福祉センター
美山陶遊館
高山地区公民館
伊作田活性化センター
【伊集院地域】
中央公民館
土橋地区公民館

妙円寺地区公民館
飯牟礼地区公民館
伊集院北地区公民館
伊集院地区公民館
ゆすいん
【日吉地域】
保健センター
扇尾地区公民館
市民病院
【吹上地域】
中央公民館

坊野地区公民館
花田地区公民館
平鹿倉地区公民館
野首地区公民館
永吉地区公民館
和田地区公民館
藤元地区公民館
吹上地区公民館
吹上砂丘荘
※その他、本庁・支所でも
ご覧いただけます。

６月から本会議を次の施設でテレビ中継します�

議
会
運
営
委
員
会

行
政
視
察
報
告

左上から
事務局 川崎美智也、事務局 家村　毅、
栫　康博、坂口洋之、下御領昭博、
門松慶一
左下から
花木千鶴、副委員長 出水賢太郎、
委員長 池満　渉、西薗典子

２
年
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


